
南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響

高
　
橋
　
弘
　
臣

は
じ
め
に

北
宋
時
代
の
杭
州
に
は
就
糧
禁
軍
が
駐
屯
し
て
い
た
が
、
南
宋
時
代
に
入
り
、
杭
州
が
臨
安
府
と
改
称
さ
れ
、
事
実
上
の
国
都
と
な
る

に
伴
い
、
三
衛
(
殿
前
司
・
侍
衛
馬
軍
司
・
侍
衛
歩
軍
司
)
　
も
駐
屯
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
禁
軍
の
う
ち
特
に

(
-
)

三
衝
を
取
り
上
げ
、
臨
安
に
駐
屯
す
る
経
緯
、
職
掌
、
制
度
上
の
建
前
と
実
態
と
の
帝
離
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
も
っ

と
も
臨
安
の
禁
軍
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
論
ず
べ
き
点
が
多
-
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
禁
軍
の
駐
屯

が
臨
安
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
か
か
る
観
点
か
ら
臨
安
の
禁
軍
を
検
討
し
た
専
論
は
、
管

見
の
限
り
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
末
代
の
軍
隊
に
対
す
る
研
究
は
、
兵
制
史
的
な
、
即
ち
制
度
史
的
な
観
点
か
ら
行
わ
れ

た
も
の
が
多
く
、
軍
隊
と
国
都
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
と
の
関
係
、
或
い
は
社
会
・
経
済
・
文
化
と
の
関
係
等
を
検
討
し
た
研
究
は
決
し

(
-
)

て
多
-
な
い
。
本
稿
は
そ
う
し
た
研
究
の
空
白
を
多
少
な
り
と
も
埋
め
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
も
あ
る
。

禁
軍
の
駐
屯
が
臨
安
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
諸
点
を
取
り
上
げ
た
い
。
第
一
に
、
定
員
十

万
人
を
越
え
る
禁
軍
兵
士
が
駐
屯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
臨
安
城
内
外
の
景
観
の
ど
の
よ
う
な
部
分
を
ど
の
よ
う
に
変
貌
さ
せ
た

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



七
六

の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
と
し
て
、
消
費
集
団
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
禁
軍
の
駐
屯
は
、
臨
安
の
商
業
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え

た
の
か
、
と
い
う
点
に
対
す
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
禁
軍
は
そ
れ
自
身
が
営
利
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討

を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
三
は
、
禁
軍
の
駐
屯
が
臨
安
の
都
市
文
化
、
特
に
大
衆
芸
能
・
庶
民
文
化
に
及
ぼ
し
た
影
響
で
あ
る
。
第

四
に
検
討
す
べ
き
は
、
禁
軍
の
駐
屯
と
臨
安
の
社
会
と
の
関
係
で
あ
る
。
多
数
の
禁
軍
を
抱
え
込
む
こ
と
は
、
都
市
の
社
会
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
特
に
兵
士
に
よ
る
犯
罪
・
暴
力
行
為
や
、
退
役
兵
士
に
絡
む
問
題
を
取
り
上
げ
論
じ
て

み
た
い
。

な
お
本
稿
で
は
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
は
『
要
録
』
、
『
宋
会
要
輯
稿
』
は
『
宋
会
要
』
と
略
記
す
る
。

[
　
臨
安
に
駐
屯
し
た
禁
軍

禁
軍
の
駐
屯
が
臨
安
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
臨
安
に
駐
屯
し
た
禁
軍
の
種
類
や
人
数
等
に
つ
い
て
、
一
通
り
概
観

し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
既
述
の
如
く
、
南
宋
の
臨
安
に
駐
屯
し
た
禁
軍
は
三
衛
と
就
糧
禁
軍
で
あ
る
。
北
宋
時
代
の
三
衛
は
靖
康
の

変
に
よ
っ
て
一
旦
は
ぼ
壊
滅
し
た
が
、
南
宋
の
建
国
と
と
も
に
再
建
さ
れ
た
。
臨
安
に
駐
屯
し
た
三
衝
の
淵
源
を
た
ど
れ
ば
、
建
炎
元
年

(
一
一
二
七
)
　
五
月
に
高
宗
が
応
天
で
即
位
し
て
以
来
、
高
宗
に
随
行
し
て
い
た
勢
力
に
た
ど
り
つ
-
。
彼
ら
は
高
宗
と
と
も
に
江
南
各

地
を
巡
幸
し
た
後
、
紹
興
二
年
(
一
一
三
二
)
正
月
以
降
、
高
宗
が
臨
安
に
腰
を
落
ち
着
け
る
の
に
伴
っ
て
、
臨
安
に
常
駐
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
南
宋
建
国
当
時
の
三
衝
は
弱
体
で
あ
り
、
「
名
は
存
す
る
も
実
は
亡
し
」
と
ま
で
評
さ
れ
た
が
、
紹
興
五
年
末
以
降
、

(
3
)

本
格
的
な
再
建
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
臨
安
に
駐
屯
す
る
兵
士
の
数
も
増
え
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

三
衝
の
再
建
が
進
行
す
る
に
し
た
が
い
、
定
員
も
新
た
に
設
定
さ
れ
た
。
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
八
「
乾
道
内
外
大
軍
数
」



に
は
、
乾
道
年
間
(
一
一
六
五
～
七
三
)
　
に
お
い
て
殿
前
司
七
万
三
千
人
、
馬
軍
司
三
万
人
・
歩
軍
司
二
万
千
人
、
計
十
二
万
四
千
人
と

sSmj

い
う
数
字
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
馬
軍
司
は
乾
道
七
年
、
定
員
千
人
を
除
き
、
余
は
尽
-
建
康
へ
移
動
し
た
。
ま
た
『
威
淳
臨

安
志
』
巻
一
四
「
禁
衛
兵
」
　
に
よ
れ
ば
、
南
宋
末
の
成
淳
年
間
　
(
一
二
六
五
～
七
四
)
、
臨
安
に
駐
屯
す
る
殿
前
司
・
歩
軍
司
・
馬
軍
司

の
定
員
は
各
々
七
万
五
千
人
、
二
万
七
千
六
百
人
、
千
人
、
計
十
万
三
千
六
百
人
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
三
衝
は
禁
軍
と
し
て
皇
帝
の
警

護
等
に
従
事
し
た
だ
け
で
な
く
、
実
戦
部
隊
と
し
て
の
性
格
を
も
併
せ
持
ち
、
国
境
に
も
派
遣
さ
れ
、
金
・
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
対
噂
し
た
。

一
方
、
就
糧
禁
軍
は
、
禁
軍
と
称
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
態
は
治
安
部
隊
で
あ
っ
た
。
臨
安
に
駐
屯
し
た
就
糧
禁
軍
は
東
南

第
三
将
に
属
す
る
八
指
揮
　
(
部
隊
)
、
兵
馬
鈴
轄
司
に
属
す
る
五
指
揮
、
京
畿
第
二
将
に
属
す
る
十
六
指
揮
の
計
二
十
九
指
揮
で
あ
り
、

定
員
は
計
一
万
三
千
七
百
九
十
人
で
あ
る
。
就
糧
禁
軍
の
指
揮
の
数
と
名
称
・
定
員
は
南
宋
時
代
を
通
じ
て
変
化
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

(
5
)

の
指
揮
は
北
宋
の
嘉
祐
五
年
(
一
〇
六
〇
)
～
南
末
の
建
炎
元
年
に
か
け
て
、
杭
州
(
臨
安
)
　
へ
移
屯
し
た
。

禁
軍
は
、
戦
死
は
も
と
よ
り
、
逃
亡
・
老
弱
化
等
に
よ
っ
て
も
欠
員
の
生
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
三
衝
は
実
戦
部
隊
と
し
て
の

性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
有
事
の
際
に
は
も
ち
ろ
ん
、
平
時
に
お
い
て
も
国
境
へ
派
遣
さ
れ
た
他
、
盗
減
を
討
伐
す
る
た
め
、

国
境
以
外
の
地
へ
も
し
ば
し
ば
派
遣
さ
れ
た
。
従
っ
て
実
際
に
臨
安
に
駐
屯
す
る
禁
軍
、
特
に
三
衛
の
兵
士
は
、
時
と
し
て
定
員
よ
り
も

か
な
り
少
な
-
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
臨
安
に
現
実
に
駐
屯
し
て
い
た
禁
軍
兵
士
の
数
に
関
し
て
は
、
関
連
史
料
が
頗
る
少
な

-
、
且
つ
断
片
的
で
あ
り
、
不
明
な
点
が
頗
る
多
い
。
三
街
に
つ
い
て
見
る
と
、
紹
興
十
一
年
正
月
、
臨
安
に
は
少
な
-
と
も
殿
前
司
の

兵
士
三
万
人
が
い
た
。
ま
た
馬
軍
司
は
紹
興
三
十
一
年
五
月
、
臨
安
に
や
は
り
少
な
く
と
も
三
万
人
の
兵
士
が
駐
屯
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
因
み
に
こ
の
馬
軍
司
の
兵
数
は
、
定
員
と
同
じ
で
あ
る
。
歩
軍
司
を
例
に
と
る
と
、
対
金
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
隆
興
元
年
(
一

一
六
三
)
、
国
境
へ
兵
士
の
大
多
数
が
動
員
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
臨
安
に
は
わ
ず
か
千
二
百
人
あ
ま
り
し
か
駐
屯
し
て
い
な
か
っ

た
と
す
る
記
事
が
目
略
さ
れ
る
。
理
宗
時
代
(
一
二
二
四
～
六
四
)
　
に
も
、
臨
安
に
駐
屯
す
る
歩
軍
司
の
兵
士
が
兵
籍
に
一
万
人
程
度
し

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



七
八

か
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
兵
士
が
官
庁
や
有
力
者
に
よ
っ
て
徴
発
さ
れ
、

:
o

使
役
さ
れ
て
い
た
故
に
そ
の
数
が
少
な
-
な
っ
た
の
で
あ
り
、
兵
士
そ
の
も
の
が
臨
安
に
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
就
糧
禁

軍
に
関
し
て
は
、
現
実
に
駐
屯
す
る
兵
士
の
数
を
伝
え
る
史
料
は
三
衝
よ
り
も
一
層
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
管
見
の
限
り
、
僅
か
に
紹

興
二
年
正
月
、
兵
士
三
千
人
余
り
が
臨
安
に
い
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
、
及
び
乾
道
七
年
正
月
、
兵
士
三
千
人
を
新
た
に
招
募
し
た
と
い

o

う
記
事
が
目
賭
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

要
す
る
に
三
衡
・
就
糧
禁
軍
と
も
に
臨
安
に
駐
屯
し
た
兵
士
の
現
員
数
は
把
握
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
欠
員
に
関
し
て
は
、
補

充
が
恒
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
極
端
に
定
員
を
割
り
込
ん
だ
状
態
が
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
南

(
8
)

宋
後
半
の
淳
祐
年
間
(
二
一
二
四
～
五
二
)
　
以
降
、
臨
安
の
特
に
三
衛
の
兵
士
を
対
象
と
し
て
度
々
娠
他
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
当
時
臨
安
に
一
定
数
の
三
衝
の
兵
士
が
駐
屯
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
臨
安
に
駐
屯
す
る
就
糧
禁
軍
・
三
衝
の

定
員
の
合
計
は
、
既
述
の
如
く
乾
道
年
間
に
十
三
万
七
千
七
百
九
十
人
、
馬
軍
司
が
建
康
へ
移
動
し
た
後
、
成
淳
年
間
に
は
十
一
万
七
千

三
百
九
十
人
で
あ
る
か
ら
へ
少
な
め
に
見
て
定
員
の
半
分
程
度
が
実
際
に
臨
安
に
駐
屯
し
て
い
た
と
す
れ
ば
約
六
万
-
七
万
人
、
さ
ら
に

低
く
見
積
も
っ
て
三
分
の
一
と
す
る
と
約
四
万
人
と
な
る
。
ま
た
職
業
軍
人
で
あ
っ
た
禁
軍
兵
士
は
、
家
族
が
軍
営
も
し
く
は
そ
の
周
囲

(
-
)

に
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
兵
士
も
含
め
て
一
家
平
均
四
人
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
兵
士
と
家
族
の
合
計
は
、
二
十

万
人
を
超
え
て
い
た
可
能
性
が
出
て
-
る
。
兵
士
が
国
境
へ
増
派
さ
れ
、
臨
安
に
ほ
と
ん
ど
家
族
し
か
残
ら
な
-
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ

の
数
は
十
万
人
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
臨
安
の
人
口
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
且
つ
今
後
検
討
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

(S)

い
余
地
も
多
々
あ
る
が
'
仮
に
百
五
十
万
人
と
し
て
も
、
禁
軍
兵
士
と
そ
の
家
族
は
臨
安
の
人
口
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
と
見
な
さ
れ

よ
う
。
で
は
こ
の
よ
う
な
禁
軍
の
兵
士
が
、
家
族
と
と
も
に
駐
屯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
臨
安
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



二
　
禁
軍
駐
屯
の
影
響

-
　
景
観
に
対
す
る
影
響

禁
軍
の
駐
屯
が
臨
安
城
内
外
の
景
観
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
検
討
す
る
前
に
、
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
お
き

た
い
。
臨
安
に
駐
屯
す
る
禁
軍
の
兵
士
は
、
城
内
外
に
建
設
さ
れ
た
軍
営
に
住
ん
で
い
た
。
『
威
淳
臨
安
志
』
巻
五
七
「
兵
制
」
等
に
よ

れ
ば
、
禁
軍
の
う
ち
、
就
糧
禁
軍
の
軍
営
は
全
て
城
内
東
北
の
東
青
門
内
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
へ
　
三
衛
の
軍
営
は

城
内
外
に
分
散
し
て
い
た
。
『
成
淳
臨
安
志
』
巻
一
四
「
禁
衛
兵
」
　
に
は
、
南
宋
末
の
成
淳
年
間
(
一
二
六
五
～
七
四
)
　
に
お
い
て
、
三

衝
各
指
揮
の
軍
営
が
設
置
さ
れ
て
い
た
城
内
外
の
場
所
と
、
各
軍
営
に
居
住
す
る
指
揮
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
史
料
に
基

づ
き
、
ま
ず
城
内
に
お
け
る
三
衝
の
軍
営
の
配
置
と
、
そ
こ
に
居
住
す
る
指
揮
を
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。
城
内
に
お
け
る
三
衝
の
指
揮
と

そ
の
軍
営
の
具
体
的
な
設
置
場
所
を
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
　
(
)
　
の
中
の
数
字
は
軍
営
の
数
で
あ
る
。

余
杭
門
の
内
1
殿
前
司
策
選
鋒
歩
軍
(
一
)

艮
山
門
の
内
-
殿
前
司
後
軍
歩
軍
(
二
)

東
青
門
の
内
1
殿
前
司
策
選
鋒
歩
軍
(
五
)
・
殿
前
司
後
軍
歩
軍
(
二
)
・
馬
軍
司
龍
衛
軍
(
一
)
・
馬
軍
司
雲
騎
軍
(
一
)
・
馬
軍
司
武

騎
軍
(
一
)

銭
湖
門
の
内
1
歩
軍
司
中
軍
在
城
将
(
一
)
・
歩
軍
司
左
軍
在
城
将
(
一
)
・
殿
前
司
中
軍
(
一
)

宮
城
の
周
囲
1
殿
前
司
中
軍
(
四
)

宮
城
西
側
の
丘
陵
地
帯
‥
呉
山
1
歩
軍
司
右
軍
港
火
軍
(
一
)
、
万
松
嶺
1
歩
軍
司
右
軍
港
火
軍
(
一
)
、
鳳
風
山
1
殿
前
司
中
軍
(
一
)
・

殿
前
司
右
軍
歩
軍
(
一
)
、
鉄
冶
嶺
　
歩
軍
司
神
衛
軍
(
I
)
　
歩
軍
司
右
虎
翼
軍
(
一
)
・
歩
軍
司
廟
軍
(
1
)
　
歩
軍
司
中
軍
在
城
滞

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



八
〇

編
E

右
を
見
る
と
城
内
に
お
け
る
三
衝
の
軍
営
は
、
余
杭
門
・
艮
山
門
・
東
青
門
・
銭
湖
門
の
内
側
の
他
へ
宮
城
の
周
囲
及
び
宮
城
西
側
の

丘
陵
地
帯
に
も
多
く
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宮
城
の
周
囲
や
西
側
の
丘
陵
地
帯
に
三
衝
の
軍
営
が
多
く
設
け
ら
れ
た
の
は
、

明
ら
か
に
宮
城
を
護
衛
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
就
糧
禁
軍
と
同
様
、
東
青
門
の
内
側
に
三
衝
の
軍
営
も
多
-
設
け
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)

軍
営
が
特
に
多
く
設
け
ら
れ
た
東
青
門
内
や
艮
山
門
内
、
即
ち
城
内
東
北
部
は
本
来
低
湿
地
で
居
住
条
件
が
悪
く
、
北
宋
時
代
、
住
民

は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
軍
営
が
建
設
さ
れ
得
た
と
も
言
え
よ
う
。
北
宋
時
代
に
こ
の
一
帯

が
空
閑
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
元
祐
年
間
　
(
一
〇
八
六
～
九
四
)
　
に
杭
州
の
知
事
を
つ
と
め
た
蘇
輔
の
上
奏
か
ら
窺
知
さ
れ
る
。
臨
安

(
杭
州
)
　
の
城
内
に
は
塩
橋
運
河
・
市
河
等
の
運
河
が
走
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
泥
土
を
多
く
含
ん
だ
銭
塘
江
の
河
水
を
引
き
入
れ
て

い
た
た
め
へ
定
期
的
に
凌
漠
工
事
を
行
わ
な
い
と
運
河
が
汲
塞
し
、
船
舶
が
航
行
不
能
と
な
っ
た
o
蘇
拭
は
『
蘇
拭
文
集
』
巻
三
〇
「
申

三
省
起
請
開
湖
六
条
状
」
　
に
お
い
て
、
城
内
の
住
民
の
多
い
地
域
で
凌
諜
工
事
を
行
う
と
、
渡
っ
た
泥
土
の
置
き
場
所
を
め
ぐ
っ
て
大
混

乱
の
生
じ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
同
じ
城
内
で
も
、
茅
山
河
と
い
う
運
河
の
通
る
艮
山
門
～
東
青
門
内
の
あ

た
り
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

茅
山
河
縦
復
於
填
、
乃
在
大
戸
稀
少
・
村
落
相
半
之
中
、
難
不
免
開
淘
、
而
泥
土
有
可
堆
積
、
不
為
人
患
.

茅
山
河
が
泥
土
に
よ
っ
て
閉
塞
し
、
凌
諜
工
事
を
行
っ
て
も
、
住
民
が
稀
な
の
で
、
渡
っ
た
泥
土
の
置
き
場
所
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
起
き

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

元
祐
年
間
に
は
既
に
就
糧
禁
軍
六
指
揮
が
東
青
門
内
に
移
屯
し
て
い
た
筈
で
あ
る
が
、
蘇
拭
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
で
も
東
青
門
内
に
は
な

お
多
く
の
空
閑
地
が
残
っ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
の
初
年
に
か
け
て
、
東
青
門
内
に
は
残
り
の
就
糧
禁
軍

(
1
)

二
十
三
指
揮
が
移
屯
し
、
ま
た
紹
興
年
間
(
一
一
三
一
～
六
二
)
　
に
入
る
と
三
衝
も
移
屯
し
、
空
閑
地
に
そ
れ
ら
の
軍
営
が
次
々
と
建
設



さ
れ
て
い
っ
た
。
な
お
こ
の
一
帯
に
は
、
南
宋
時
代
に
な
っ
て
も
、
兵
士
と
そ
の
家
族
以
外
に
一
般
の
住
民
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と

(
3
)

考
え
ら
れ
、
か
-
て
軍
営
の
み
が
建
ち
並
ぶ
と
い
う
、
城
内
で
も
特
殊
な
景
観
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
禁
軍
の
駐
屯
・
軍
営

の
建
設
に
伴
い
、
臨
安
城
内
の
景
観
の
一
部
が
変
貌
を
と
げ
た
顕
著
な
例
で
あ
る
0

続
い
て
城
外
に
駐
屯
し
た
三
衝
の
指
揮
及
び
そ
の
軍
営
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
以
下
に
検
討
し
て
み
た
い
。
(
)
　
の
中
の
数
字
は
や
は

り
軍
営
の
数
で
あ
る
。

余
杭
門
の
外
1
殿
前
司
護
聖
馬
軍
(
二
)
・
殿
前
司
神
勇
馬
軍
(
一
)
・
殿
前
司
神
勇
歩
軍
(
二
)
・
歩
軍
司
中
軍
歩
軍
(
二
)
、
艮
山
門

の
外
1
殿
前
司
選
鋒
歩
軍
(
四
)
・
殿
前
司
後
軍
馬
軍
(
二
)
・
殿
前
司
漸
江
水
軍
(
一
)

東
青
門
の
外
1
殿
前
司
選
鋒
馬
軍
(
一
)
・
殿
前
司
前
軍
歩
軍
(
二
)
・
殿
前
司
右
軍
馬
歩
軍
(
一
)
・
殿
前
司
遊
乗
馬
軍
(
一
)
・
殿
前

司
漸
江
水
軍
(
二
)

崇
新
門
の
外
-
殿
前
司
捧
自
軍
　
(
一
)
・
殿
前
司
天
武
軍
　
(
一
)
・
殿
前
司
挨
聖
軍
　
(
一
)
・
殿
前
司
暁
騎
軍
　
(
一
)
・
殿
前
司
寧
朔
軍

(
一
)
・
殿
前
司
広
勇
軍
(
一
)
・
殿
前
司
前
軍
馬
歩
軍
(
一
)
・
殿
前
司
右
軍
歩
軍
(
一
)
・
殿
前
司
遊
奨
歩
軍
(
五
)
・
殿
前
司
漸
江

水
軍
(
五
)

新
開
門
の
外
1
殿
前
司
右
軍
歩
軍
(
一
)
・
殿
前
司
護
聖
馬
軍
(
二
)

候
潮
門
の
外
1
殿
前
司
護
聖
歩
軍
(
七
)

銭
塘
門
の
外
1
殿
前
司
策
選
鋒
馬
軍
(
四
)
・
殿
前
司
神
勇
馬
軍
(
1
)
　
歩
軍
司
飛
山
軍
(
1
)
　
歩
軍
司
妹
子
考
軍
(
1
)

銭
湖
門
の
外
1
歩
軍
司
左
虎
翼
軍
(
一
)
・
歩
軍
司
御
営
喝
探
軍
(
一
)

西
湖
の
周
囲
及
び
蘇
堤
‥
九
里
松
1
殿
前
司
左
軍
歩
軍
　
(
三
)
・
歩
軍
司
前
軍
馬
軍
　
(
一
)
・
歩
軍
司
前
軍
歩
軍
　
(
一
)
、
赤
山
1
殿
前

司
左
軍
馬
軍
(
三
)
・
歩
軍
司
右
軍
馬
軍
(
二
)
・
歩
軍
司
左
軍
馬
軍
(
一
)
、
銭
糧
司
嶺
1
歩
軍
司
左
軍
歩
軍
(
二
)
・
歩
軍
司
後
軍
馬

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



八
二

歩
軍
(
一
)
、
西
渓
1
歩
軍
司
中
軍
馬
軍
(
三
)
、
蘇
堤
1
歩
軍
司
右
軍
歩
軍
(
二
)

竜
山
1
殿
前
司
漸
江
水
軍
(
二
)

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
城
外
の
軍
営
の
数
は
城
内
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
、
東
側
城
壁
の
城
門
(
艮
山
門
・
東
青
門
・
崇
新
門
)
　
の
外
や
、

西
湖
の
西
岸
・
西
南
岸
(
九
里
松
・
赤
山
・
銭
糧
司
嶺
)
　
に
と
り
わ
け
多
-
設
置
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
『
成
淳
臨
安
志
』
「
禁
衛
兵
」
・

「
兵
制
」
　
の
記
述
を
も
と
に
、
城
内
外
に
駐
屯
し
た
禁
軍
の
定
員
に
つ
い
て
試
算
し
て
み
る
と
、
城
内
に
駐
屯
し
た
三
衡
・
就
糧
禁
軍
の

兵
士
の
定
員
は
合
計
四
万
二
千
四
百
九
十
八
人
、
一
方
城
外
に
駐
屯
し
た
三
衛
兵
士
の
定
員
は
七
万
四
千
七
百
二
人
～
八
万
一
千
九
百
二

(
3
)

人
に
及
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
欠
員
の
存
在
や
国
境
へ
の
増
派
が
あ
り
、
定
員
の
全
て
が
実
際
に
駐
屯
し
て
い

た
と
は
見
な
し
難
い
。
し
か
し
、
平
時
に
お
い
て
臨
安
に
駐
屯
し
て
い
た
兵
士
の
数
が
定
員
の
半
分
と
し
て
も
、
城
外
で
は
約
四
万
人
、

そ
れ
に
家
族
を
加
え
れ
ば
十
五
万
人
を
超
え
て
い
た
と
も
推
察
さ
れ
る
。
彼
ら
は
臨
安
の
城
外
人
口
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
や
は
り

看
過
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
南
宋
時
代
に
入
り
、
こ
の
よ
う
に
三
衝
の
軍
営
が
城
門
の
外
や
西
湖
の
西
岸
を
中
心
と
し

て
多
数
設
置
さ
れ
、
兵
士
と
そ
の
家
族
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
城
外
の
人
口
を
増
大
さ
せ
、
都
市
領
域
を
拡
大
さ
せ
る
大
き
な

原
因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

付
言
す
る
な
ら
ば
、
三
衛
の
駐
屯
に
伴
い
、
城
外
に
は
軍
営
以
外
に
も
軍
関
係
の
施
設
が
多
数
置
か
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
教
場
、
即
ち

練
兵
場
で
あ
る
。
教
場
の
所
在
地
は
、
軍
営
と
と
も
に
　
『
成
淳
臨
安
志
』
「
禁
衛
兵
」
　
に
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
所
在
地
が
城

外
に
確
認
で
き
る
も
の
を
列
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

余
杭
門
の
外
1
殿
前
司
護
聖
馬
軍
・
殿
前
司
神
勇
歩
軍
の
教
場

艮
山
門
の
外
-
殿
前
司
選
鋒
歩
軍
の
教
場

東
青
門
の
外
1
殿
前
司
前
軍
馬
歩
軍
・
殿
前
司
右
軍
馬
歩
軍
の
教
場



崇
新
門
の
外
1
殿
前
司
旧
司
・
殿
前
司
遊
突
歩
軍
の
教
場

新
開
門
の
外
1
殿
前
司
護
聖
馬
軍
の
教
場

候
潮
門
の
外
-
殿
前
司
護
聖
歩
軍
の
教
場

銭
塘
門
の
外
1
殿
前
司
策
選
鋒
歩
軍
・
殿
前
司
神
勇
馬
軍
の
教
場

赤
山
1
殿
前
司
左
軍
馬
軍
・
歩
軍
司
右
軍
馬
軍
・
歩
軍
司
左
軍
馬
軍
の
教
場

九
里
松
1
殿
前
司
左
軍
歩
軍
・
歩
軍
司
前
軍
歩
軍
の
教
場

銭
糧
司
嶺
1
歩
軍
司
後
軍
歩
軍
の
教
場

右
を
見
る
と
、
教
場
は
軍
営
に
隣
接
す
る
形
で
、
各
城
門
の
外
及
び
西
湖
の
西
岸
・
西
南
岸
に
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
殿

前
司
策
選
鋒
歩
軍
の
よ
う
に
、
軍
営
は
城
内
、
教
場
は
城
外
に
設
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
三
衛
は
城
外
に
、
死
亡
し
た
兵
士
や
家
族
を
埋
葬
す
る
独
自
の
墓
地
や
、
彼
ら
を
弔
う
た
め
の
寺
院
を
有
し
て
い
た
。
一
例
を
挙

げ
れ
ば
、
『
成
淳
臨
安
志
』
巻
七
九
「
寺
院
」
が
載
せ
る
普
向
院
の
記
文
に

紹
興
十
六
年
、
朝
廷
以
西
湖
之
陰
隙
地
三
百
弓
、
為
殿
前
司
十
三
軍
之
埜
地
、
創
立
精
舎
、
為
之
薦
抜
之
所
、
遷
南
蕩
之
廃
寺
、
日

普
回
者
、
梼
其
上
。
従
故
帥
太
博
楊
王
存
中
之
請
也
。

と
あ
り
、
紹
興
十
六
年
、
楊
存
中
の
請
願
に
よ
っ
て
、
西
湖
の
陰
隙
の
地
に
殿
前
司
の
兵
士
を
埋
葬
す
る
墓
地
が
設
け
ら
れ
、
且
つ
死
者

を
弔
う
た
め
そ
の
傍
ら
に
普
向
院
が
建
立
さ
れ
た
。
な
お
こ
こ
に
見
え
る
楊
存
中
と
は
本
名
を
楊
折
中
と
い
い
　
(
後
に
高
宗
か
ら
名
を
存

中
と
賜
る
)
、
後
節
に
お
い
て
も
言
及
す
る
が
'
殿
前
司
の
司
令
官
を
長
-
務
め
た
、
南
宋
初
期
の
軍
事
を
語
る
際
に
は
欠
-
こ
と
の
で

き
な
い
人
物
で
あ
る
。
或
い
は
同
書
巻
八
〇
「
寺
院
」
、
越
山
正
等
院
に
　
「
紹
興
中
、
侍
衛
馬
軍
司
西
渓
に
駐
し
、
屋
を
建
て
て
以
て
諸

(
3
)

軍
の
香
火
を
奉
ず
」
と
あ
る
。
紹
興
年
間
、
西
渓
に
駐
屯
し
た
馬
軍
司
の
部
隊
が
、
軍
営
の
設
置
に
伴
い
、
兵
士
の
死
者
を
弔
う
た
め
、

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



八
四

正
等
院
な
る
寺
院
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
正
等
院
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
付
随
す
る
形
で
墓
所
も
設
け
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
0
他
に
も
『
宋
会
要
』
食
貨
六
〇
-
1
六
「
恩
恵
」
、
淳
配
州
元
年
(
l
 
l
七
四
)
九
月
二
十
六
日
条
に
は

詔
、
臨
安
府
東
青
門
外
駒
子
院
地
、
将
1
半
充
漏
沢
園
、
授
付
殿
前
司
、
埋
塵
亡
投
軍
民
(
割
注
‥
従
殿
前
司
請
也
)
0

と
あ
り
、
殿
前
司
の
請
願
に
従
い
、
東
青
門
外
に
あ
る
的
子
院
の
地
の
一
半
を
割
い
て
墓
所
に
充
て
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
軍
関
係
の
施
設
は
、
寺
院
や
民
地
・
民
田
等
を
接
収
・
占
拠
し
て
置
か
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
寺
院
の
接
収
に
関
し
て
は
、

『
威
淳
臨
安
志
』
巻
九
三
　
「
紀
事
」
　
に

臨
安
西
湖
、
旧
伝
南
北
両
山
僧
寺
大
小
合
三
百
六
十
、
兵
革
之
余
、
亦
為
軍
営
・
禁
苑
・
園
圃
之
所
包
占
、
今
存
者
不
満
百
。

と
あ
り
、
南
宋
時
代
に
入
る
と
、
臨
安
城
外
の
南
山
・
北
山
で
は
大
小
三
百
六
十
に
も
及
ぶ
寺
院
が
軍
営
・
禁
苑
や
有
力
者
の
荘
園
等
に

よ
っ
て
包
摂
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
軍
関
係
の
施
設
が
城
外
の
農
地
や
住
民
の
墳
墓
等
を
占
拠
し
て
い
た
こ
と
は
、

『
要
録
』
巻
一
六
〇
、
紹
興
十
九
年
十
月
辛
酉
条
に

上
諭
大
臣
日
、
西
渓
撲
擦
馬
軍
裏
地
へ
可
令
守
臣
宋
脱
親
往
検
視
、
母
得
侵
掘
塚
墓
、
多
占
民
田
。

と
あ
り
、
西
湖
西
岸
に
位
置
す
る
西
渓
の
地
を
馬
軍
司
の
軍
営
に
充
て
る
際
、
墳
墓
や
田
土
を
荒
ら
し
た
り
占
拠
し
た
り
せ
ぬ
よ
う
命
が

下
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
知
さ
れ
る
。
或
い
は
『
宋
会
要
』
刑
法
二
-
一
五
五
「
禁
約
」
、
紹
興
三
十
年
三
月
十
四
日
条
に

臣
僚
言
、
金
　
(
街
入
?
)
銭
塘
南
山
士
庶
墳
墳
極
多
、
往
往
与
刑
勢
之
家
及
諸
軍
実
相
鄭
、
横
道
包
占
平
夷
。

と
あ
り
、
南
山
に
設
け
ら
れ
て
い
た
数
多
く
の
士
庶
の
墓
が
有
力
者
や
軍
営
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
軍

営
と
は
、
西
湖
の
南
岸
に
あ
っ
た
三
街
の
軍
営
で
あ
ろ
う
。
臨
安
の
城
外
で
は
、
三
衝
の
駐
屯
に
伴
い
人
口
が
増
大
し
た
だ
け
で
な
-
、

軍
営
を
は
じ
め
と
す
る
軍
関
係
の
施
設
が
多
数
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
景
観
も
ま
た
大
き
く
変
貌
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。



2
　
商
業
に
対
す
る
影
響

禁
軍
と
そ
の
家
族
は
、
臨
安
に
お
い
て
大
き
な
消
費
集
団
を
形
成
し
て
い
た
筈
で
あ
り
、
軍
営
に
は
兵
士
と
そ
の
家
族
の
需
要
に
応
え

る
た
め
、
或
い
は
軍
か
ら
の
放
出
物
資
を
買
い
取
る
た
め
に
、
多
く
の
商
人
が
集
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
臨
安
に
関
し
て
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
具
体
的
に
伝
え
る
史
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
検
索
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
乾
道
七
年
(
一
一
七
一
)
　
に
馬
軍
司
が
移
屯
し
た
建
康
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
建
康
に
移
屯
し
た
馬
軍
司
の
軍
営
は
城
門
　
(
南
門
)
　
の
外
に
設
け
ら
れ
た
が
、
真
徳
秀
の
　
『
西
山

真
文
忠
公
文
集
』
巻
六
「
奏
乞
為
江
寧
県
城
南
麻
居
民
代
輸
和
男
状
」
　
に

-
-
馬
軍
行
司
移
屯
之
始
、
運
営
列
成
、
軍
民
憧
憶
、
衆
彼
貿
易
、
市
度
目
以
繁
盛
。

と
あ
り
、
軍
営
に
商
人
が
集
ま
っ
て
活
発
に
交
易
を
行
い
、
そ
の
一
帯
が
非
常
に
繁
栄
し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
臨
安

に
お
い
て
も
、
軍
営
の
周
辺
で
は
同
様
の
情
景
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

外
部
か
ら
や
っ
て
く
る
客
商
だ
け
で
な
く
、
臨
安
に
定
住
す
る
坐
票
も
、
兵
士
と
そ
の
家
族
を
相
手
に
交
易
を
活
発
化
さ
せ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
は
、
城
外
に
存
在
す
る
鎮
・
革
市
に
お
い
て
で
あ
る
。
『
成
淳
臨
安
志
』
巻
一
九
「
市
」
・

巻
二
〇
「
市
鎮
」
等
に
よ
る
と
、
臨
安
の
各
城
門
外
や
銭
塘
江
の
沿
岸
に
は
、
軍
営
と
並
ん
で
多
数
の
鎮
・
草
市
が
存
在
し
て
い
た
。
具

体
名
を
挙
げ
る
と
、
余
杭
門
外
に
は
北
郭
市
・
江
藤
橋
市
・
湖
州
市
・
半
道
紅
市
等
、
艮
山
門
外
に
は
花
甫
鏡
、
東
青
門
外
に
は
北
土
門

市
、
崇
新
門
に
は
南
土
門
市
、
候
潮
門
外
に
は
漸
江
市
、
銭
塘
江
の
沿
岸
に
は
竜
山
市
等
の
草
市
・
鏡
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
殆
ど
は
北

(
2
)

宋
時
代
か
ら
存
在
し
た
が
、
南
土
門
市
・
北
土
門
市
・
半
道
紅
市
は
南
宋
時
代
に
入
っ
て
新
た
に
姿
を
現
し
て
い
る
。

ま
た
鎮
・
草
市
に
お
い
て
徴
収
さ
れ
る
商
税
の
課
額
(
徴
収
の
ノ
ル
マ
)
　
が
、
南
宋
時
代
に
入
る
と
大
き
-
増
加
し
て
い
る
。
課
額
は

北
末
の
田
:
:
寧
l
〇
年
(
一
〇
七
七
)
　
に
江
藤
市
で
二
千
八
百
五
貫
九
百
八
文
、
漸
江
市
で
二
万
六
千
四
百
四
十
六
貫
八
百
五
文
、
竜
山
市

C
M

は
二
千
九
百
九
十
二
貰
六
百
六
十
五
文
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
南
宋
の
淳
祐
年
間
(
一
二
四
一
～
五
二
)
　
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
万
五
千
十

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



八
六

(
3
)

七
貫
六
百
四
十
七
文
、
八
万
千
八
百
十
某
二
文
、
三
万
六
千
九
百
六
十
八
貫
九
百
一
文
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
課
額
は
言
う
ま
で
も

な
-
実
際
の
徴
収
額
を
目
安
に
設
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
課
額
が
増
額
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
鎮
・
草
市
に
お
け
る
商
業
活

動
が
活
発
化
し
、
両
税
の
実
際
の
徴
収
額
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
に
他
な
ら
な
い
。
商
業
活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
原
因
は
様
々

で
あ
っ
た
と
考
・
冬
ら
れ
る
が
、
鎮
・
草
市
の
商
人
の
中
に
は
、
近
辺
に
駐
屯
し
た
三
衝
の
兵
士
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
て
商
業
活
動
に

従
事
す
る
者
も
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
う
し
た
こ
と
も
商
税
の
増
収
や
、
新
た
な
鎮
・
草
市
出
現
の
一
因
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
多
数

の
兵
士
と
家
族
が
駐
屯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
臨
安
で
は
、
彼
ら
を
対
象
と
し
た
商
業
活
動
が
活
発
化
し
、
言
わ
ば
軍
需
景
気
に
沸
い
た
と

想
像
さ
れ
る
。

な
お
史
料
を
通
観
す
る
と
、
商
人
は
禁
軍
に
絡
ん
で
、
し
ば
し
ば
不
当
な
取
り
引
き
を
行
っ
て
利
潤
を
得
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

兵
士
に
対
す
る
衣
料
の
支
給
及
び
支
給
さ
れ
た
衣
料
の
買
い
取
り
に
関
す
る
史
料
を
紹
介
す
る
と
、
北
宋
開
封
の
事
例
と
な
る
が
、
『
宋

会
要
』
食
貨
三
七
-
五
「
市
易
」
、
大
中
祥
符
三
年
(
一
〇
一
〇
)
八
月
条
が
載
せ
る
詔
の
一
節
に

察
知
、
京
城
市
坪
、
以
諸
軍
賜
冬
服
緑
吊
、
其
用
銭
貿
易
、
不
依
宣
命
候
約
、
毎
百
不
盈
七
十
四
五
、
有
難
称
省
隔
、
由
貫
除
銭
三
十
O

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
禁
軍
兵
士
に
俸
給
の
一
部
と
し
て
支
給
さ
れ
た
衣
料
を
商
人
が
買
い
取
る
際
、
省
栢
(
政
府
が
定
め
た
短
晴
、

(S)

北
末
で
は
七
七
～
九
八
晒
、
七
十
七
～
九
十
八
文
を
百
文
と
し
て
計
算
す
る
)
　
に
従
わ
ず
、
事
実
上
七
十
陪
程
度
の
レ
ー
ト
を
設
定
し
て

取
り
引
き
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
兵
士
の
側
が
不
利
益
を
被
っ
て
い
た
と
い
う
。

南
宋
時
代
の
臨
安
で
は
、
周
必
大
の
　
『
周
易
国
文
忠
集
』
巻
一
五
〇
「
論
戸
部
借
絹
」
　
に

毎
年
諸
軍
得
衣
、
随
手
売
了
、
戸
部
亦
自
置
場
収
買
。
今
若
就
支
衣
日
、
令
戸
部
計
欠
数
、
出
給
関
子
、
如
原
売
、
赴
男
絹
場
請
価

銭
、
則
令
三
衝
喚
名
給
与
、
径
支
見
銭
・
会
子
之
類
、
在
軍
人
免
入
牙
倫
之
手
へ
彼
必
欣
然
、
宮
中
亦
無
毒
髪
所
損
、
豊
非
両
便
o

と
あ
る
。
「
論
戸
部
借
絹
」
と
は
浮
田
州
十
四
年
二
月
、
臨
安
に
駐
屯
す
る
諸
軍
に
支
給
す
べ
き
衣
料
　
(
絹
)
　
が
不
足
し
た
際
、
周
必
大
が



具
申
し
た
対
策
を
伝
え
る
史
料
で
あ
る
が
、
右
の
一
文
を
見
る
と
、
兵
士
に
支
給
し
た
衣
料
を
、
戸
部
が
わ
ざ
わ
ざ
買
相
場
な
る
施
設
を

置
い
て
買
い
取
っ
て
い
た
、
即
ち
換
金
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
衣
料
が
不
足
し
て
規
定
通
り
に
支
給
で
き
な
い
時
に
は
、

戸
部
は
関
子
(
引
換
券
)
　
を
支
給
し
、
兵
士
が
そ
れ
を
持
っ
て
買
絹
場
に
赴
け
ば
、
直
ち
に
銅
銭
や
会
子
と
交
換
で
き
る
よ
う
定
め
て
お

り
、
商
人
の
手
を
経
ず
に
衣
料
を
換
金
で
き
る
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
兵
士
は
必
ず
よ
ろ
こ
ぶ
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
衣
料
を
買
い
取
る
　
(
換
金
す
る
)
際
、
商
人
が
い
か
に
不
当
な
取
り
引
き
を
行
っ
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
右

の
事
例
以
外
に
、
臨
安
で
は
左
蔵
東
庫
が
諸
軍
に
支
給
す
る
衣
料
が
不
足
し
た
の
で
、
急
速
不
足
分
を
収
賀
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
牙

(
8
)

櫓
は
そ
れ
に
乗
じ
、
宮
司
の
足
下
を
見
て
　
「
往
往
に
し
て
下
色
　
〔
の
絹
〕
　
を
投
売
す
」
る
等
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
兵
士
の
中
に
は
農

民
出
身
者
も
お
り
、
彼
ら
の
多
く
は
複
雑
な
商
取
り
引
き
の
仕
組
み
や
貨
幣
慣
行
等
に
は
無
知
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
方
、
宮
司
の
側
に
と
っ

て
、
駐
屯
す
る
禁
軍
の
生
活
は
何
と
し
て
も
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
点
に
商
人
の
つ
け
込
む
隙
が
生
じ
て
い
た

と
言
え
よ
う
。

商
業
に
関
し
て
付
言
す
れ
ば
、
禁
軍
の
指
揮
官
等
は
軍
事
費
を
自
弁
す
る
た
め
、
配
下
の
兵
士
を
徴
発
・
使
役
し
て
盛
ん
に
営
利
活
動

を
行
っ
て
い
た
。
禁
軍
の
営
利
活
動
と
し
て
、
酒
の
販
売
が
挙
げ
ら
れ
る
。
禁
軍
、
特
に
三
衝
は
酒
坊
を
経
営
し
て
酒
を
醸
造
し
て
お
り
、

(a)

紹
興
九
年
三
月
、
殿
前
都
指
揮
使
楊
折
中
(
存
中
)
が
殿
前
司
の
経
営
す
る
五
つ
の
酒
坊
を
戸
部
に
献
納
し
た
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
後

紹
興
三
十
一
年
に
な
る
と
、
『
要
録
』
巻
一
八
八
、
同
年
二
月
庚
申
条
に

領
殿
前
都
指
揮
使
職
事
趨
密
以
本
軍
酒
坊
六
十
六
帰
之
戸
部
。
後
二
日
、
岡
安
郡
王
楊
存
中
復
以
私
家
撲
買
酒
坊
九
及
酒
本
・
醸
具

為
銭
七
十
二
万
縛
上
之
。
於
是
通
歳
収
息
銭
八
十
万
縛
有
奇
。

と
あ
り
、
殿
前
都
指
揮
使
趨
密
が
や
は
り
殿
前
司
の
経
営
す
る
酒
坊
六
十
六
を
戸
部
に
献
納
し
、
そ
の
二
日
後
に
は
、
趨
密
の
前
任
の
殿

前
都
指
揮
使
楊
存
中
が
私
的
に
経
営
す
る
酒
坊
九
を
献
納
し
て
き
た
と
い
う
。
楊
存
中
の
酒
坊
は
酒
本
・
酒
具
、
即
ち
酒
造
り
の
資
本
金

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



t
・
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や
原
料
・
道
具
等
を
銭
に
換
算
す
る
と
七
十
二
万
縛
に
相
当
し
た
と
あ
り
、
殿
前
司
・
楊
存
中
の
酒
坊
の
収
益
を
合
わ
せ
る
と
実
に
年
間

八
十
万
縛
に
登
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

こ
れ
ら
の
酒
坊
の
所
在
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
臨
安
府
塩
官
県
の
他
に
湖
州
・
秀
州
等
で
あ
り
、
酒
坊
が
臨
安
城
内
外
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
臨
安
の
銘
酒
を
紹
介
す
る
『
西
湖
老
人
繁
勝
録
』
「
酒
名
」
や
『
武
林
旧
事
』
巻
六
「
諸
色
酒
名
」

に
は
、
殿
前
司
・
歩
軍
司
の
醸
造
す
る
「
鳳
泉
」
・
「
小
槽
」
と
い
う
酒
が
見
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
言
わ
ば
ブ
ラ
ン
ド
酒
と
し
て
人
気

を
博
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
酒
は
三
衛
が
経
営
す
る
臨
安
近
郊
の
酒
坊
で
醸
造
さ
れ
へ
臨
安
城
内
外
の
酒
楼
等
に
持

ち
込
ま
れ
、
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
著
名
な
宣
撫
使
で
あ
っ
た
張
俊
は
、
臨
安
に
お
い
て
太
平
楼
と
い
う
酒
樺
を
経
営
し
て
い

)喝E

た
と
い
う
。
或
い
は
三
衝
の
武
将
の
中
に
も
臨
安
で
酒
楼
を
経
営
す
る
者
が
お
り
、
酒
坊
で
造
ら
れ
た
酒
の
多
く
は
、
そ
う
し
た
店
で
販

(糾)

売
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
因
み
に
禁
軍
は
酒
坊
以
外
に
も
、
塩
や
米
等
を
販
売
す
る
商
店
等
を
経
営
し
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
臨
安

に
も
そ
う
し
た
商
店
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
裏
付
け
と
な
る
史
料
を
検
索
で
き
て
い
な
い
。

臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
商
業
活
動
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
も
挙
げ
ら
れ
る
。
『
宋
会
要
』
刑
法
二
-
一
五
九
「
禁
約
」
、
乾
道
九

年
三
月
六
日
条
に

臣
僚
言
、
伏
見
、
朝
廷
禁
止
見
銭
三
貴
以
上
不
得
出
城
門
、
五
貫
以
上
不
得
下
江
、
巳
立
定
罪
賞
。
其
諸
軍
毎
月
支
請
券
会
見
銭
、

動
計
万
数
、
往
□
　
(
原
欠
‥
往
?
)
出
城
帰
案
文
散
衆
、
軍
却
将
見
銭
衷
私
般
載
外
州
回
易
、
以
致
行
在
見
銭
稀
少
。
乞
行
下
殿
前

馬
歩
軍
、
厳
行
約
束
、
如
有
違
戻
、
即
依
立
定
罪
賞
施
行
。
従
之
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
臨
安
の
城
門
か
ら
三
貴
以
上
の
銅
鏡
を
帯
出
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
へ
　
ま
た
五
黄
以
上
は
江
を
下
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
な
お
右
の
　
「
江
」
と
は
銭
塘
江
の
謂
で
あ
り
、
銅
鏡
が
銭
塘
江
を
下
っ
て
海
上
に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
城
外
に
軍
営
の
あ
る
三
衛
に
対
し
て
は
、
こ
う
し
た
帯
出
禁
止
令
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、



兵
士
は
俸
給
と
し
て
支
払
わ
れ
た
銅
鏡
を
ひ
そ
か
に
　
「
外
州
」
　
へ
運
ん
で
売
却
し
て
利
を
得
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
臨
安
の
銅
鏡
を
減
少

さ
せ
る
原
因
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

臨
安
(
杭
州
)
　
に
は
北
宋
時
代
か
ら
市
舶
司
(
杏
)
　
が
置
か
れ
て
お
り
、
外
国
と
の
貿
易
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
外
国
と
の
質

易
に
従
事
す
る
大
型
船
は
、
杭
州
湾
の
潮
流
や
地
形
の
関
係
上
、
臨
安
(
杭
州
)
　
に
直
接
出
入
り
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
外

(
8
)

国
と
の
貿
易
は
、
多
く
の
場
合
明
州
・
泉
州
・
広
州
等
を
経
由
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
明
州
・
泉
州
・
広
州
等
を
中
継
点
と
し
て
い
た
と

(
8
)

は
い
え
、
外
国
と
の
貿
易
が
活
発
で
あ
っ
た
が
故
に
、
臨
安
(
杭
州
)
　
で
は
銭
禁
令
を
破
っ
て
銅
鏡
を
国
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
も
盛
ん
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
『
文
献
通
考
』
巻
九
「
銭
幣
」
二
に

自
国
家
置
市
舶
於
漸
於
聞
於
広
、
船
商
往
来
、
銭
宝
所
由
以
滑
。
是
以
自
臨
安
出
門
有
禁
、
下
江
有
禁
、
海
人
有
禁
。
凡
舶
船
之
方

発
也
へ
官
必
点
視
及
通
巡
捕
官
監
送
放
洋
。
然
商
人
先
期
、
以
小
舟
載
銭
離
岸
、
及
宮
司
之
点
・
巡
捕
之
送
、
一
為
虚
文
。

と
あ
り
、
銅
銭
を
臨
安
の
城
門
か
ら
持
ち
出
し
、
銭
塘
江
を
下
っ
て
海
に
入
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
の
も
、
銅
銭
の
国
外
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
宮
司
は
臨
安
か
ら
出
港
す
る
船
舶
　
-
　
こ
の
場
合
は
明
州
・
泉
州
等
へ
向

か
う
比
較
的
小
型
の
船
舶
で
あ
ろ
う
　
-
　
の
積
み
荷
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
海
上
に
出
る
ま
で
監
視
下
に
置
い
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
校
滑
な
商
人
は
目
に
つ
き
に
-
い
小
舟
に
こ
っ
そ
り
銅
銭
を
積
ん
で
、
あ
ら
か
じ
め
海
上
で
待
機
し
て
お
り
、
監
視
の
目
を
離
れ
て

海
上
に
出
て
き
た
船
舶
に
銅
銭
を
引
き
渡
し
て
い
た
と
い
う
。
銅
銭
は
明
州
・
泉
州
・
広
州
等
の
港
に
お
い
て
、
日
本
・
高
麗
・
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
等
へ
向
か
う
よ
り
大
型
の
貿
易
船
に
積
み
換
え
ら
れ
、
国
外
へ
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
前

引
『
宋
会
要
』
記
事
の
　
「
外
州
」
と
は
上
記
諸
外
国
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
果
た
し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
三
街
の
中
に
は
禁
令

を
冒
し
て
外
国
に
銅
鏡
を
密
売
し
、
利
を
得
る
者
が
い
た
こ
と
に
な
る
。

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



九
〇

〇
　
文
化
に
対
す
る
影
響

三
衝
の
殿
前
司
に
は
鈎
容
直
と
称
さ
れ
る
軍
楽
隊
が
属
し
て
い
た
。
鈎
容
直
は
郊
把
の
パ
レ
ー
ド
の
他
、
皇
帝
が
寺
観
等
へ
巡
幸
す
る

際
に
も
付
き
従
い
、
所
定
の
音
楽
を
演
奏
し
て
い
た
。
ま
た
鈎
容
直
に
は
音
楽
家
だ
け
で
な
く
雑
劇
の
役
者
や
ダ
ン
サ
ー
等
が
含
ま
れ
て

お
り
、
例
え
ば
北
宋
時
代
の
開
封
で
皇
帝
が
神
保
観
に
行
幸
し
た
際
や
、
郊
把
の
後
で
行
わ
れ
る
大
赦
・
元
宵
の
際
等
に
、
彼
ら
が
皇
帝

1
叩
.
.
)

の
面
前
で
雑
劇
や
舞
旋
等
を
演
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
開
封
の
住
民
も
観
覧
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
ま
た

鈎
容
直
は
'
休
暇
の
日
に
は
街
中
の
空
き
地
に
お
い
て
、
温
習
を
兼
ね
て
へ
一
般
人
を
対
象
に
演
奏
を
行
っ
た
。
見
物
に
集
ま
っ
て
き
た

(胡)

人
々
に
飴
や
果
物
を
売
る
商
売
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
さ
ぞ
か
し
見
物
人
の
数
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鈎
容
直
、
ひ
い
て
は
禁

軍
は
皇
帝
の
み
な
ら
ず
、
開
封
の
一
般
住
民
に
対
し
て
も
音
楽
や
演
芸
を
提
供
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
都
市
の
大
衆
芸
能
の
発
展
に
貢
献

す
る
一
面
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

鈎
容
直
は
南
宋
に
も
一
応
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
北
宋
末
～
南
宋
初
期
に
か
け
て
の
戦
乱
に
よ
っ
て
鈎
容
直
は
形
骸
化
し
た
と
見
ら
れ
、

『
宋
会
要
』
職
官
二
二
-
三
二
　
「
鈎
容
」
、
紹
興
九
年
四
月
二
十
一
日
条
に

上
謂
輔
臣
日
、
聞
殿
司
召
募
鈎
容
直
楽
工
、
頗
属
掻
擾
、
除
軍
中
旧
人
存
留
外
、
可
更
不
添
募
。
先
是
、
楊
存
中
以
鈎
容
班
旧
官
四

百
人
、
今
止
六
十
九
人
、
乞
進
逐
収
補
、
権
以
二
百
人
為
額
、
離
己
得
指
揮
添
募
、
後
聞
掻
擾
、
遂
降
詔
止
之
。

と
あ
り
、
定
員
四
百
名
の
と
こ
ろ
現
員
が
六
十
九
名
し
か
お
ら
ず
、
定
員
を
二
百
名
に
減
額
し
た
こ
と
、
ま
た
欠
員
募
集
の
際
に
混
乱
が

生
じ
た
の
で
、
募
集
が
一
旦
中
止
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
紹
興
三
十
年
正
月
十
八
日
条
に
は

詔
鈎
容
班
可
罷
、
令
殿
前
司
比
擬
一
般
班
直
安
排
、
元
係
諸
処
差
到
、
発
帰
元
来
去
処
、
内
老
弱
病
患
人
、
給
拠
放
停
。
罷
二
百
十

六
人
、
並
給
拠
逐
便
、
依
操
汰
効
用
例
、
併
行
勘
、
支
両
月
請
給
。

と
あ
り
、
こ
の
時
鈎
容
直
は
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
右
の
記
事
に
よ
れ
ば
鈎
容
直
の
兵
士
二
百
十
六
人
を
罷
免
し
た
と
あ
る
か
ら
、



こ
の
頃
に
は
二
百
人
と
い
う
定
員
は
一
応
充
足
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
要
録
』
巻
一
八
四
、
紹
興
三
十
年
正
月
丁
酉
条
に

罷
軍
容
班
。
本
殿
前
司
楽
工
也
。
〔
紹
興
〕
　
九
年
、
以
二
百
人
為
額
、
及
是
寵
之
。
-
-
前
一
日
、
吏
部
尚
書
張
責
国
対
、
論
-
-

教
坊
楽
工
員
数
百
、
増
俸
給
賜
賓
、
耗
費
不
柴
、
皆
可
罷
。

と
あ
り
、
軍
容
班
即
ち
鈎
容
直
の
廃
止
に
関
し
て
吏
部
尚
書
張
責
が
、
教
坊
に
も
楽
工
が
数
百
人
お
り
、
給
与
を
支
払
う
と
そ
の
費
用
は

多
大
な
も
の
と
な
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
廃
止
の
背
景
に
は
政
府
の
財
政
的
逼
迫
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
紹
興
三
十

年
と
い
え
ば
、
金
の
海
陵
王
が
南
伐
を
計
画
し
、
南
宋
側
も
そ
れ
に
対
応
す
べ
-
戦
争
の
準
備
を
進
め
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
軍
事
費
の

増
大
に
伴
う
財
政
状
況
の
悪
化
が
強
-
意
識
さ
れ
、
そ
の
結
果
こ
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
鈎
容
直
が
再
び
設
置

(
8
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さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
因
み
に
宮
中
の
音
楽
を
つ
か
さ
ど
る
教
坊
も
、
翌
年
六
月
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
鈎
容
直
は
紹
興
三
十
年
に

CS)

廃
止
さ
れ
た
後
、
祭
把
等
の
際
に
、
臨
時
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
総
じ
て
見
れ
ば
、
北
宋
時
代
に
比
べ
る
と
そ

の
存
在
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
南
宋
時
代
、
臨
安
の
禁
軍
は
別
の
面
に
お
い
て
大
衆
芸
能
に
貢
献
し
て
い
た
。
周
知
の
如
-
、
宋
代
の
都
市
に
は
瓦
子
(
瓦
舎
)

(a)

と
い
う
盛
り
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
臨
安
に
お
い
て
も
城
内
外
に
合
計
二
十
箇
所
以
上
の
瓦
子
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
瓦
子
は
、

『
威
淳
臨
安
志
』
巻
一
九
「
市
」
　
に

紹
興
和
議
後
、
楊
和
王
　
(
存
中
)
為
殿
前
都
指
揮
使
、
以
軍
士
多
西
北
人
故
、
於
諸
軍
塞
左
右
営
堤
瓦
舎
、
招
集
伎
楽
、
以
為
曜
日

娯
戯
之
地
。
-
-
今
其
崖
在
城
外
者
、
多
隷
殿
前
司
。

と
あ
る
が
如
-
、
殿
前
司
都
指
揮
使
の
楊
存
中
が
対
金
和
議
締
結
後
、
西
北
か
ら
臨
安
に
移
っ
て
き
た
兵
士
の
娯
楽
・
慰
安
を
目
的
と
し

て
、
伎
女
や
芸
人
等
を
集
め
て
軍
営
の
傍
ら
に
設
け
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
城
外
の
瓦
子
は
殿
前
司
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。

楊
存
中
は
紹
興
三
十
一
年
二
月
に
至
る
ま
で
、
二
十
五
年
に
わ
た
っ
て
殿
前
都
指
揮
使
を
は
じ
め
と
す
る
殿
前
司
の
要
職
を
つ
と
め
た

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



九
二

(
3
)

人
物
で
あ
り
、
河
東
の
代
州
出
身
で
あ
っ
た
。
三
衛
の
兵
士
の
中
に
は
、
存
中
の
よ
う
な
華
北
出
身
者
に
加
え
て
、
四
川
の
出
身
者
も
多

-
存
在
し
た
。
そ
れ
ら
の
具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、
紹
興
七
年
に
は
河
北
の
義
勇
兵
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
行
宮
前
後
副
軍
一
万
人
が
、
紹

(
3
)

興
十
三
年
に
は
四
川
の
武
将
田
歳
の
所
部
三
千
人
が
臨
安
へ
赴
き
、
馬
軍
司
に
属
し
て
い
る
。
隣
西
徳
順
の
出
身
で
あ
る
劉
錆
は
、
建
炎

～
紹
興
年
間
の
初
め
に
か
け
て
、
樫
原
経
略
使
・
沿
辺
安
撫
等
と
し
て
四
川
・
陳
西
方
面
で
金
軍
と
戦
っ
た
武
将
で
あ
り
、
紹
興
五
年
十

(
5
0

二
月
中
央
へ
召
還
さ
れ
、
江
南
東
路
馬
歩
軍
総
管
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
、
彼
の
親
兵
は
歩
軍
司
に
編
入
さ
れ
た
。
親
兵
は
多
-
が
陳
西
・

四
川
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
上
引
『
成
淳
臨
安
志
』
「
市
」
中
の
　
「
西
北
」
と
は
、
華
北
だ
け
で
な
く
、

四
川
も
含
め
た
表
現
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
通
り
、
瓦
子
に
は
飲
食
店
の
他
、
賭
博
場
や
勾
欄
と
呼
ば
れ
る
演
芸
場
等
が
あ
り
、
勾
欄
に
は
芸
人
が
い
て
様
々
な
芸
能
を
披

露
し
て
い
た
。
『
夢
梁
録
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
史
料
に
は
、
臨
安
の
勾
欄
に
お
い
て
雑
劇
　
(
芝
居
)
・
塊
儲
戯
　
(
人
形
劇
)
・
影
戯

(
影
絵
芝
居
)
・
講
史
(
講
談
)
等
の
他
、
曲
芸
・
軽
業
等
も
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
へ
当
時
活
躍
し
た
芸
人
の
名
前
ま
で
詳
し

(

S

S

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

8

)

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
芸
能
の
中
に
は
、
も
と
開
封
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
多
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
楊
存
中
は
自
ら
が
河
東

の
出
身
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
臨
安
に
駐
屯
し
た
三
街
の
兵
士
の
中
に
も
華
北
や
四
川
出
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
封
を
は
じ

め
と
す
る
華
北
や
四
川
か
ら
流
入
し
て
き
た
芸
人
を
集
め
て
軍
営
の
傍
ら
に
瓦
子
を
設
け
、
そ
こ
で
本
来
華
北
や
四
川
で
演
じ
ら
れ
て
い

た
芸
能
を
演
じ
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

瓦
子
と
軍
営
の
隣
接
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
『
成
淳
臨
安
志
』
巻
一
所
載
の
　
「
漸
江
図
」
を
見
る
と
、
東

青
門
外
に
置
か
れ
た
殿
前
司
済
変
　
〔
馬
〕
　
軍
・
殿
前
司
右
軍
　
〔
馬
歩
軍
〕
　
の
軍
営
、
崇
新
門
外
に
置
か
れ
た
殿
前
司
広
勇
軍
の
軍
営
、
候

潮
門
外
に
設
け
ら
れ
た
殿
前
司
護
聖
歩
軍
の
軍
営
の
傍
ら
に
瓦
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
巻
一
九
「
市
」
は
臨
安
城
内
外
に
設
け

ら
れ
た
瓦
子
の
場
所
を
紹
介
す
る
が
、
そ
の
う
ち
西
湖
西
岸
の
赤
山
瓦
は
　
「
歩
司
後
軍
案
の
前
に
在
り
」
と
あ
る
通
り
、
赤
山
に
あ
っ
た



(S)

歩
軍
司
の
軍
営
前
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
夢
梁
録
』
・
『
武
林
旧
事
』
・
『
西
湖
老
人
繁
勝
録
』
等
の
史
料
も
参
照
し
っ
つ
瓦
子
の
設
置
場
所
を
調
べ
る
と
、
城
内
で

は
東
青
門
内
の
蒲
橋
に
瓦
子
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
『
成
淳
臨
安
志
』
「
禁
衛
兵
」
　
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
帯
に
は
殿
前
司
の
策
選
鋒
歩
軍
・

後
軍
歩
軍
、
馬
軍
司
の
龍
衛
軍
・
雲
騎
軍
・
武
騎
軍
の
軍
営
の
他
、
就
糧
禁
軍
の
軍
営
が
集
中
し
て
い
た
。
城
外
で
は
、
瓦
子
の
多
く
は

城
門
の
外
に
設
け
ら
れ
て
い
た
が
'
瓦
子
の
設
置
場
所
と
『
成
淳
臨
安
志
』
「
禁
衛
兵
」
が
載
せ
る
軍
営
の
設
置
場
所
と
を
付
き
合
わ
せ

て
み
る
と
、
両
者
が
同
じ
場
所
に
存
在
す
る
事
例
が
検
索
さ
れ
、
禁
軍
と
瓦
子
と
の
密
接
な
関
係
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
余
杭
門
外
の

北
郭
税
務
の
傍
ら
に
北
郭
瓦
子
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
殿
前
司
護
聖
馬
軍
の
軍
営
も
置
か
れ
て
い
た
。
余
杭
門
外
の
米
市
橋
に
は

米
市
橋
瓦
子
が
設
け
ら
れ
た
が
、
同
じ
場
所
に
殿
前
司
神
勇
軍
軍
営
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
西
湖
西
岸
に
位
置
す
る
九
里
松
の
行
春
橋
に

は
行
春
瓦
子
と
い
う
瓦
子
が
置
か
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
殿
前
司
左
軍
歩
軍
の
軍
営
も
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
瓦
子
も
、

兵
士
の
娯
楽
や
慰
安
の
た
め
、
軍
営
に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

瓦
子
に
は
兵
士
と
そ
の
家
族
以
外
に
一
般
の
住
民
も
盛
ん
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
脹
わ
い
を
見
せ
た
。
『
夢
梁
録
』
巻
一
九

「
瓦
舎
」
　
に

今
貴
家
子
弟
郎
君
、
因
此
　
(
瓦
子
)
蕩
遊
、
破
壊
尤
甚
於
拝
都
也
。

と
あ
る
が
如
-
、
貴
家
の
子
弟
が
瓦
子
で
の
遊
蕩
に
ふ
け
り
、
そ
の
結
果
身
を
持
ち
崩
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
『
都
城
紀
勝
』
「
市
井
」

に
は
「
候
潮
門
外
の
殿
司
の
教
場
、
夏
月
亦
絶
伎
有
り
て
場
を
作
す
」
と
見
え
て
い
る
。
候
潮
門
外
に
あ
る
殿
前
司
の
教
場
で
は
、
絶
使
、

即
ち
群
を
抜
-
技
芸
を
持
っ
た
芸
人
達
が
、
夏
の
間
演
芸
場
を
開
い
て
自
慢
の
芸
を
披
露
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
演
芸
場
に
も
、
兵

士
と
そ
の
家
族
に
加
え
て
一
般
の
住
民
が
多
数
見
物
に
押
し
掛
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(誠)

以
上
の
如
く
禁
軍
、
特
に
三
衛
の
兵
士
と
そ
の
家
族
が
住
み
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
安
に
は
瓦
子
・
勾
欄
が
設
け
ら
れ
た
他
、
教
場

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



九
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に
お
い
て
も
様
々
な
芸
能
が
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
講
史
や
塊
儲
戯
等
の
中
に
鉄
騎
と
呼
ば
れ
る
戦
記
物
の
ジ
ャ
ン
ル
が

あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
専
ら
兵
士
の
た
め
に
演
じ
ら
れ
'
彼
ら
が
好
ん
で
観
た
　
(
聴
い
た
)
　
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
兵
士
と
そ
の
家
族
だ
け

で
な
く
、
一
般
の
住
民
も
勾
欄
や
教
場
で
披
露
さ
れ
る
演
芸
を
見
物
し
て
楽
し
ん
だ
の
で
あ
り
、
禁
軍
は
臨
安
の
大
衆
芸
能
、
ひ
い
て
は

庶
民
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

4
　
社
会
に
対
す
る
影
響

禁
軍
兵
士
は
、
制
度
上
に
お
い
て
は
皇
帝
の
警
護
・
国
都
の
防
衛
・
治
安
の
維
持
等
を
職
務
と
し
て
い
た
が
、
兵
士
の
中
に
は
素
行
不

(
8
)

良
の
者
も
多
く
、
現
実
に
は
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
行
為
や
暴
力
行
為
を
は
た
ら
き
、
臨
安
の
都
市
社
会
を
混
乱
さ
せ
て
い
た
。
挙
例
す
る
な

ら
ば
『
宋
会
要
』
刑
法
二
-
一
〇
九
「
禁
約
」
、
細
興
二
年
二
月
十
一
日
条
に
見
え
る
詔
の
一
節
に

臨
安
府
居
民
、
多
不
畏
謹
火
燭
。
難
巳
差
殿
前
席
歩
軍
司
人
兵
救
護
、
縁
措
置
未
厳
、
致
多
撰
奪
財
物
、
民
甚
苦
之
。

と
あ
り
、
三
衝
の
兵
士
が
消
火
の
際
に
略
奪
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
消
火
に
か
こ
つ
け
て
出
動
し
た
兵
士
は
、
た
と
え
火
事
の
現

場
か
ら
離
れ
て
い
て
も
裕
福
そ
う
な
家
を
探
し
求
め
、
見
つ
か
る
と
消
火
器
具
を
あ
ら
か
じ
め
家
に
取
り
付
け
て
お
い
て
か
ら
銭
物
を
差

し
出
す
よ
う
要
求
し
、
そ
の
額
が
少
し
で
も
意
に
満
た
な
い
と
、
容
赦
な
-
器
具
を
用
い
て
そ
の
家
を
破
壊
し
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
事

(
3
)

件
も
起
こ
し
て
い
る
。
因
み
に
当
時
の
消
火
活
動
の
主
体
は
延
焼
を
防
ぐ
た
め
建
物
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
り
、
消
火
器
具
と
は
建
物
を

取
り
壊
す
た
め
の
器
具
で
あ
っ
た
。
『
宋
会
要
』
兵
三
-
九
～
一
〇
「
麻
巡
」
、
乾
道
三
年
四
月
十
九
日
条
が
載
せ
る
知
臨
安
府
王
炎
の
上

言
に
は契
勘
、
本
府
軍
巡
覚
察
警
捕
、
元
降
指
揮
、
殿
前
馬
歩
三
司
及
本
府
三
将
差
授
毎
月
輪
替
、
今
所
差
軍
巡
内
、
有
累
月
不
換
、
縁
熟

知
街
巷
、
往
往
作
過
、
節
次
捉
獲
甚
多
。



と
あ
る
。
発
言
の
内
容
を
見
る
と
、
三
衛
及
び
本
府
三
将
が
軍
巡
鏑
に
配
置
す
る
兵
士
　
(
後
者
は
就
糧
禁
軍
と
見
ら
れ
る
)
　
は
、
建
前
上

毎
月
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
'
実
際
に
は
何
箇
月
も
同
じ
軍
巡
鏑
に
い
る
た
め
、
一
帯
の
様
子
を
熟
知
し
、
具
体
的
な
内
容
は

定
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
悪
事
を
は
た
ら
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

臨
安
で
は
、
禁
軍
の
兵
士
が
騒
擾
を
起
こ
す
と
い
う
事
件
も
発
生
し
た
。
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
乙
集
巻
七
「
史
文
恵
以
直
諌
去
位
」
に

〔
淳
無
五
年
〕
　
適
枢
密
都
承
旨
王
拝
建
議
以
殿
・
歩
二
司
軍
多
虚
籍
、
請
各
募
三
千
人
克
之
。
己
而
殿
前
司
靴
捕
市
人
、
城
中
騒
動
、

号
呼
満
道
、
被
掠
者
多
斬
指
、
以
示
不
可
用
。
軍
人
惜
衆
、
因
奪
民
財
。
史
公
(
浩
)
聞
知
、
即
飛
奏
釈
所
捕
、
而
執
軍
民
之
謹
吸

者
送
詔
獄
。

と
あ
り
、
殿
前
司
が
欠
員
を
補
充
す
べ
く
住
民
を
捕
え
て
兵
士
に
し
よ
う
と
し
た
た
め
騒
動
が
起
こ
り
、
捕
ら
え
ら
れ
た
住
民
は
自
ら
指

を
切
り
落
と
し
、
兵
士
と
し
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
ま
た
三
衛
の
兵
士
は
混
乱
に
乗
じ
て
略
奪
を
行
っ
た
り

し
た
の
で
、
宰
相
で
あ
っ
た
史
浩
は
捕
ら
え
ら
れ
た
住
民
を
た
だ
ち
に
釈
放
す
る
と
と
も
に
、
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
兵
士
・
住
民
を
捕
縛
し

て
獄
に
送
っ
た
と
い
う
。
こ
の
事
件
に
は
続
き
が
あ
り
、
原
文
は
長
大
な
の
で
引
用
は
避
け
る
が
、
孝
宗
は
獄
中
の
軍
民
を
ひ
と
し
な
み

に
軍
法
に
よ
っ
て
裁
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
史
浩
は
孝
宗
に
対
し
大
略
「
今
回
の
騒
動
は
、
兵
士
が
住
民
を
泣
致
し
、
財
貨
を
略
奪
し
た

こ
と
に
端
を
発
す
る
の
で
あ
り
、
兵
士
が
軍
法
に
よ
っ
て
処
断
さ
れ
る
の
は
当
然
で
す
。
し
か
し
市
人
は
た
だ
兵
士
に
抵
抗
し
て
戦
っ
た

だ
け
で
あ
り
、
兵
士
と
l
律
に
軍
法
に
よ
っ
て
裁
-
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
　
「
陛
下
惟
だ
軍
人
の
怨
香
を
慣
れ
、

故
に
其
の
罪
を
l
に
し
て
以
て
之
を
安
ん
ぜ
ん
と
欲
す
る
の
み
」
と
言
っ
た
の
で
、
孝
宗
が
怒
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
を
見

る
と
、
禁
軍
が
場
合
に
よ
っ
て
は
皇
帝
さ
え
も
畏
怖
さ
せ
る
存
在
に
豹
変
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
興
味
深
い
。

禁
軍
が
臨
安
で
騒
擾
を
起
こ
し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
は
他
に
も
検
索
さ
れ
、
例
え
ば
『
宋
史
』
巻
四
一
七
喬
行
簡
伝
に

時
議
御
閲
不
果
、
反
壌
汰
之
、
殿
司
軍
開
、
為
之
艶
主
師
、
罷
都
司
官
、
給
黄
梼
撫
存
、
軍
愈
呼
喋
。
〔
知
枢
密
院
事
〕
　
行
簡
以
聞
、

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響
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敢
為
首
者
二
十
余
人
、
衆
乃
帖
息
。

と
あ
る
。
三
衝
、
特
に
殿
前
司
の
兵
士
が
摸
汰
(
操
選
淘
汰
、
即
ち
資
格
審
査
、
不
適
格
と
判
定
さ
れ
れ
ば
退
役
さ
せ
ら
れ
る
)
　
に
反
発

し
て
騒
い
だ
た
め
、
知
枢
密
院
事
で
あ
っ
た
喬
行
簡
は
首
謀
者
二
十
余
名
を
処
刑
し
、
よ
う
や
く
騒
動
は
お
さ
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
3
)

因
み
に
喬
行
簡
は
端
平
元
年
(
一
二
三
四
)
六
月
知
枢
密
院
事
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
五
月
に
参
知
政
事
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
件

は
そ
の
間
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
見
て
き
た
と
お
り
、
禁
軍
に
暴
力
集
団
と
し
て
の
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
都
市
に
お
い
て
禁
軍
兵

士
を
軍
営
に
集
住
さ
せ
、
一
般
住
民
と
雑
居
さ
せ
ず
、
且
つ
夜
間
の
外
出
を
禁
止
す
る
等
強
い
統
制
の
下
に
置
い
た
の
は
、
兵
士
が
引
き

起
こ
す
様
々
な
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
住
民
を
保
護
す
る
こ
と
が
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
夜
間
外
出
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
周

密
の
　
『
斉
東
野
語
』
巻
八
「
張
貌
公
二
事
」
　
に

高
宗
視
師
金
陵
、
張
貌
公
　
(
凌
)
為
守
、
楊
和
王
　
(
存
中
)
領
殿
前
司
。
有
卒
夜
出
、
与
兵
馬
都
監
喧
競
。
卒
訴
之
、
公
判
云
、
都

監
夜
巡
、
職
也
。
禁
兵
酉
点
後
、
不
許
出
営
、
法
也
。
牒
宿
衛
司
照
条
行
。
楊
不
得
巳
斬
之
。

ra)

と
あ
り
、
殿
前
司
の
軍
営
か
ら
酉
点
、
即
ち
日
没
後
外
出
し
た
兵
士
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
兵
士
を
軍
営
に
集
住
さ
せ
る
目
的
の
一
つ
が
住
民
の
保
護
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
宋
会
要
』
兵
六
-
二
九
「
屯
成
」
、
嘉
定
五
年

(
一
二
一
二
)
　
二
月
十
二
日
条
に
載
せ
ら
れ
た
臣
億
の
上
奏
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
禁
軍
兵
士
を
軍
営
に
居
住
さ
せ
る
目
的
、

住
民
と
雑
居
さ
せ
た
場
合
に
生
じ
る
問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
禁
軍
は
臨
安
の
禁
軍
の
み
で
は
な

い
が
、
そ
の
一
節
に

諸
州
置
立
禁
軍
-
-
共
営
柵
以
安
其
処
、
一
則
責
其
教
閲
以
備
不
虞
。
二
則
不
便
与
平
民
散
処
、
易
於
関
防
。
-
-
至
便
軍
旅
儲
居

市
塵
、
与
民
無
異
、
其
患
有
二
。
l
則
軍
民
散
処
、
多
有
意
籍
伍
符
、
因
而
屠
枯
賭
博
、
陵
傑
細
民
。
既
無
門
禁
関
防
、
合
干
軍
頭
、



何
由
禁
裁
。
深
為
民
患
、
誠
不
可
忽
。
1
則
州
郡
之
間
、
或
有
盗
賊
風
燭
、
卒
伍
之
衆
、
星
分
其
処
、
卒
難
鳩
集
。

と
あ
る
。
禁
軍
兵
士
を
軍
営
に
集
住
さ
せ
る
の
は
、
教
閲
や
捕
盗
・
消
火
等
の
際
に
動
員
が
容
易
に
な
る
の
と
同
時
に
へ
兵
士
を
住
民
と

雑
居
さ
せ
て
し
ま
う
と
統
制
が
き
か
な
く
な
り
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
て
住
民
の
生
活
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ
、

と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

禁
軍
が
臨
安
の
社
会
に
与
え
た
影
響
を
考
え
る
上
で
も
う
一
つ
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
退
役
兵
士
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
即
ち
老
齢

化
ま
た
は
病
気
・
怪
我
等
の
理
由
で
退
役
し
た
兵
士
を
放
置
し
て
お
-
と
'
彼
ら
の
中
か
ら
生
活
に
窮
し
て
乞
巧
と
な
っ
た
り
、
犯
罪
に

手
を
染
め
た
り
す
る
者
が
出
、
治
安
の
乱
れ
・
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
す
危
険
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
宋
朝
は
禁
軍
以
外
に
土
軍

(
3
)

等
の
兵
士
に
対
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
剰
員
制
を
実
施
し
、
一
定
の
年
齢
　
(
六
十
～
六
十
五
歳
)
　
を
過
ぎ
た
兵
士
や
、
傷
病
兵
で
も
治
癒
す

る
見
込
み
の
あ
る
者
は
、
直
ち
に
兵
籍
か
ら
除
い
て
放
逐
す
る
の
で
は
な
-
、
剰
員
と
し
て
一
定
期
間
(
例
え
ば
老
齢
化
し
た
兵
士
の
場

合
五
年
～
十
年
)
、
軍
功
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
終
身
生
活
の
保
障
を
与
え
る
よ
う
定
め
て
い
た
。
し
か
し
剰
員
制
が
設
け
ら
れ
た
と
は

い
え
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
規
定
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
し
、
病
気
・
怪
我
の
治
る
見
込
み
の
な
い

兵
士
や
、
剰
員
と
さ
れ
て
も
生
活
保
障
の
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
兵
士
は
容
赦
な
く
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
中
に
は
生
活
に

窮
す
る
者
も
少
な
-
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

臨
安
に
関
す
る
史
料
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
参
考
ま
で
に
退
役
後
困
窮
し
た
兵
士
の
具
体
例
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
夷
堅
丁
志
』
巻
二
　
「
李
家
遇
仙
丹
」
　
に

橡
章
巧
者
李
全
、
旧
隷
建
康
兵
籍
、
紹
興
辛
巳
　
(
三
十
一
年
)
之
戦
、
傷
目
折
足
、
汰
為
民
、
而
病
廃
不
能
治
生
へ
乃
乞
於
市
。

と
あ
り
、
も
と
建
康
の
兵
籍
に
属
し
た
兵
士
で
、
金
と
の
戦
争
に
よ
っ
て
負
傷
し
退
役
さ
せ
ら
れ
た
李
全
な
る
者
が
、
残
疾
の
身
で
あ
る

た
め
生
活
に
窮
し
た
挙
げ
句
、
江
西
の
橡
章
で
物
乞
い
を
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
兵
士
は
建
康
に
駐
屯
し
て
実
戦
に
参
加
し
た
と
い
う

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



九
八

の
で
あ
る
か
ら
、
御
前
軍
も
し
く
は
臨
安
か
ら
派
遣
さ
れ
た
三
衝
の
兵
士
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
当
時
の
寿
命
か
ら
す
れ
ば
、
老
齢

化
し
た
兵
士
で
生
活
保
障
期
間
を
終
え
て
ま
で
生
き
な
が
ら
え
る
者
は
稀
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
い
た
と
す
れ
ば
'
兵
籍
か
ら
除
か
れ
た
後
、

彼
ら
が
自
活
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
　
『
夷
堅
支
甲
』
巻
三
　
「
熊
二
不
孝
」
　
に
は

興
国
軍
民
熊
二
、
菓
性
惇
戻
。
父
明
為
軍
卒
、
年
老
去
兵
籍
、
不
能
営
生
理
、
妻
又
早
亡
、
惟
博
子
以
為
命
、
而
視
如
路
人
、
至
便

m
m

と
あ
る
。
興
国
軍
の
民
熊
二
の
父
熊
明
は
老
齢
化
の
た
め
兵
籍
を
去
っ
た
が
、
生
活
の
手
段
も
な
-
、
妻
も
早
-
に
亡
-
な
っ
た
た
め
、

息
子
の
熊
二
だ
け
が
頼
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
熊
二
は
明
の
面
倒
を
見
な
か
っ
た
た
め
、
明
は
物
乞
い
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
退
役
後
乞
巧
と
な
る
兵
士
は
、
臨
安
に
も
存
在
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
『
宋
会
要
』
食
貨
六
〇
-
一
「
恩
恵
」
、
紹
無

五
年
(
一
一
九
四
)
九
月
十
四
日
条
が
載
せ
る
明
堂
の
赦
文
を
見
る
と
、
諸
州
が
乞
巧
を
収
容
し
て
養
済
す
る
際
、
強
壮
に
し
て
傭
惰
な

者
、
生
業
や
住
む
家
の
あ
る
者
が
乞
巧
と
偽
り
救
済
措
置
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
下
命
さ
れ
た
後
に

其
臨
安
府
、
任
和
・
銭
塘
県
養
済
院
収
容
流
寓
乞
巧
亦
仰
依
此
施
行
、
不
得
徒
為
文
具
、
如
有
達
戻
去
処
、
仰
提
挙
司
(
常
の
誤
り
)

平
司
覚
察
按
治
施
行
。
内
有
軍
人
操
汰
離
軍
之
後
、
残
篤
廃
疾
不
能
自
存
、
在
外
乞
弓
之
人
、
仰
本
軍
随
営
分
措
置
収
養
、
母
致
失

所
。

と
の
記
述
が
あ
る
。
臨
安
の
兵
士
で
退
役
後
残
疾
故
に
自
活
で
き
ず
、
乞
巧
と
な
っ
た
者
は
、
養
済
院
で
は
な
-
別
途
軍
営
に
収
容
し
て

面
倒
を
見
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
考
え
て
み
る
べ
き
は
、
兵
士
の
家
族
の
問
題
で
あ
る
。
兵
士
の
家
族
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
不
明
な
点
が
数
多

く
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
兵
士
が
退
役
す
る
と
同
時
に
、
家
族
も
兵
籍
か
ら
排
除
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
『
周
易
国
文
忠
集
』
巻

一
四
〇
「
乞
収
他
抹
汰
軍
人
家
属
」
　
に
は



臣
窃
見
、
臨
安
府
城
内
外
、
時
軍
中
抹
汰
廃
疾
之
人
、
井
身
後
家
属
之
貧
困
者
、
多
将
平
時
所
受
付
勅
身
節
之
類
、
乞
巧
銭
物
於
市
o

此
固
自
来
有
所
不
免
、
然
而
見
今
軍
士
、
克
之
往
往
側
然
動
念
。
臣
愚
欲
望
、
聖
慈
密
諭
守
臣
、
措
置
収
他
。

と
あ
り
、
臨
安
で
は
傷
病
兵
と
と
も
に
そ
の
家
族
も
操
汰
さ
れ
、
彼
ら
は
物
乞
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
家
族
の
存
在
も
'
臨
安
に
お
い
て
治
安
の
悪
化
、
社
会
不
安
の
増
大
と
い
っ
た
問
題
を
引
き
起
こ
す
一
因
を
形
成
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

付
言
す
る
な
ら
ば
、
禁
軍
の
兵
士
に
は
、
軍
営
か
ら
逃
亡
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
兵
士
が
逃
亡
す
る
原
因
は
、
借
金
を
返
済
で
き
ず
に
、

官
庁
や
有
力
者
・
上
官
に
よ
る
徴
発
・
使
役
に
耐
え
か
ね
て
、
遠
い
国
境
へ
送
ら
れ
る
の
を
嫌
が
っ
て
、
単
身
者
で
家
族
が
な
-
身
軽
な

'
5
J

た
め
等
、
様
々
で
あ
っ
た
。
張
守
の
　
『
昆
陵
集
』
巻
五
「
論
禁
軍
逃
亡
節
子
」
　
に
は

行
在
禁
軍
、
近
日
頗
有
逃
亡
数
日
不
少
、
亦
或
将
帯
器
甲
前
去
。
其
本
営
寡
避
免
責
間
、
不
敢
董
時
尽
数
申
報
、
深
属
不
便
。

と
あ
り
、
臨
安
の
禁
軍
兵
士
の
中
に
も
軍
営
か
ら
逃
亡
す
る
者
の
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
逃
亡
し
た
兵
士
の
中
に
も

(鶴)

生
活
に
困
っ
て
盗
み
を
は
た
ら
い
た
り
、
物
乞
い
に
な
っ
た
り
す
る
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
禁
軍
兵
士
は
退
役
・

逃
亡
し
た
後
も
、
臨
安
の
都
市
社
会
を
混
乱
・
不
安
定
化
さ
せ
る
原
因
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
に
見
た
と
お
り
、
禁
軍
の
駐
屯
は
臨
安
に
様
々
な
影
響
を
与
え
た
。
禁
軍
が
駐
屯
し
た
こ
と
に
よ
り
、
臨
安
で
は
城
内
外
と
も
に
、

そ
れ
ま
で
住
民
の
い
な
か
っ
た
場
所
に
多
数
の
軍
営
が
建
ち
並
び
、
兵
士
と
そ
の
家
族
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
禁
軍
は
一
大
消
費

集
団
を
形
成
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
駐
屯
に
伴
い
彼
ら
を
対
象
と
し
た
商
業
活
動
が
活
性
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
0
兵
士
の
娯
楽
・
慰
安

の
た
め
軍
営
に
隣
接
し
て
瓦
子
が
設
け
ら
れ
、
芸
人
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
演
芸
が
披
露
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
の
住
民
も
そ
れ
ら

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



一
〇
〇

を
見
物
し
て
楽
し
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
禁
軍
は
大
衆
芸
能
・
民
衆
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
禁
軍
は
都

市
の
繁
栄
・
発
達
を
促
す
一
面
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
兵
士
の
中
に
は
素
行
の
悪
い
者
も
お
り
、
彼
ら
が
し
ば
し
ば
犯
罪
行
為
に
は
し
っ
た
り
、
騒
擾
を
起
こ
し
た
り

し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
退
役
・
逃
亡
兵
士
を
放
置
し
て
お
け
ば
、
治
安
の
悪
化
や
社
会
不
安
等
を
引
き
起
こ
し
た
と
見
ら

れ
る
。
中
央
政
府
・
臨
安
府
や
住
民
に
と
っ
て
、
禁
軍
の
駐
屯
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
両
面
を
併
せ
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
特
に
中
央

政
府
・
臨
安
府
に
と
っ
て
、
禁
軍
は
必
要
不
可
欠
な
、
し
か
し
扱
い
の
難
し
い
'
厄
介
な
部
分
の
多
い
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

都
市
と
禁
軍
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
て
残
さ
れ
た
問
題
は
数
多
い
が
、
さ
し
あ
た
り
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
禁
軍
の
駐
屯

が
臨
安
に
与
え
た
影
響
を
具
体
的
に
伝
え
る
史
料
は
必
ず
し
も
豊
か
で
な
く
、
推
測
に
推
測
を
重
ね
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
部
分
が
少
な
く

な
い
。
史
料
の
不
足
を
補
う
た
め
に
も
、
北
宋
の
国
都
開
封
や
、
開
封
・
臨
安
以
外
の
地
方
都
市
を
取
り
上
げ
、
本
稿
で
提
示
し
た
論
点

に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
二
と
し
て
、
本
稿
で
検
討
し
た
以
外
に
も
、
臨
安
と
禁
軍
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

検
討
す
べ
き
点
は
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
禁
軍
に
膨
大
な
額
の
財
貨
や
物
資
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
臨
安
の
財
政

に
与
え
た
影
響
で
あ
る
。
ま
た
財
貨
や
物
資
を
支
給
す
る
た
め
臨
安
に
設
け
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
や
、
そ
れ
ら
が
整
備
さ
れ
る
経
緯
等
に
関

し
て
も
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
禁
軍
が
臨
安
に
与
え
た
影
響
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
秦
槍
が
い
わ
ゆ
る
宣
撫
使
だ
け
で

な
-
、
三
街
の
勢
力
を
も
弱
め
よ
う
と
し
て
い
た
形
跡
等
が
認
め
ら
れ
る
他
、
三
街
と
高
級
官
僚
・
宮
官
と
の
結
託
を
述
べ
る
史
料
も
目

(S)

略
さ
れ
る
。
臨
安
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
禁
軍
と
政
治
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

て
は
、
別
の
機
会
に
検
討
を
試
み
た
い
。



ォ
d

(
-
)
拙
稿
「
南
宋
臨
安
の
三
街
」
　
(
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
』
二
六
へ
　
二
〇
〇
九
年
)
0

(
2
)
例
え
ば
小
岩
井
弘
光
『
末
代
兵
制
史
の
研
究
』
(
汲
古
書
院
へ
一
九
九
八
年
)
　
や
王
曽
稔
『
宋
朝
兵
制
初
探
』
(
中
華
書
局
へ
　
l
九
八
三
年
)
　
は
主
と
し
て
兵
制

史
的
・
制
度
史
的
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
研
究
の
代
表
で
あ
る
。
一
方
へ
久
保
田
和
男
『
宋
代
開
封
の
研
究
』
　
(
汲
古
書
院
へ
　
二
〇
〇
七
年
)
　
は
'
禁
軍
を
核
に

五
代
～
北
宋
時
代
の
開
封
を
検
討
し
て
お
り
へ
軍
隊
と
都
市
に
関
す
る
は
じ
め
て
の
本
格
的
研
究
と
言
え
る
。
ま
た
斉
藤
忠
和
氏
は
宋
代
の
軍
隊
と
社
会
と
い
う

観
点
か
ら
'
近
年
多
-
の
論
考
を
発
表
さ
れ
て
お
り
　
(
例
え
ば
　
「
兵
士
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
　
-
　
禁
軍
兵
士
へ
の
保
障
か
ら
み
た
北
宋
募
兵
制
の
一
側
面
　
-
　
」
へ

『
社
会
経
済
史
学
』
七
三
-
三
へ
　
二
〇
〇
七
年
)
へ
金
文
京
「
「
戯
」
考
-
-
⊥
}
国
に
お
け
る
芸
能
と
軍
隊
」
　
(
『
未
名
』
八
へ
一
九
九
〇
年
)
　
は
軍
隊
と
芸
能
・
庶

民
文
化
等
と
の
関
係
を
論
じ
た
大
変
興
味
深
い
論
考
で
あ
る
。
軍
隊
の
営
利
活
動
に
つ
い
て
の
最
も
網
羅
的
な
研
究
と
し
て
'
梁
庚
尭
「
南
宋
的
軍
営
商
業
」
　
(

『
宋
史
研
究
集
』
三
二
へ
蘭
台
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
)
　
が
挙
げ
ら
れ
'
軍
隊
の
駐
屯
と
商
税
・
酒
税
と
の
関
係
を
論
じ
た
菊
池
英
夫
「
北
宋
時
代
一
僻
地
衆
蕗

の
盛
衰
　
-
　
軍
隊
の
駐
屯
と
引
き
揚
げ
に
よ
る
　
-
　
」
　
(
『
中
村
治
兵
衛
先
生
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
へ
　
刀
水
書
房
へ
一
九
八
六
年
)
　
も
示
唆
に
富
む
論
考
で
あ

る
。
し
か
し
総
じ
て
見
れ
ば
'
兵
制
史
・
制
度
史
以
外
の
視
座
に
立
つ
研
究
は
盛
ん
で
は
な
い
。

(
-
)
以
上
へ
南
宋
初
期
の
三
衝
に
つ
い
て
の
記
述
は
註
(
-
)
拙
稿
五
八
～
六
六
頁
に
基
づ
く
。

(
-
)
　
『
宋
史
』
巻
三
四
、
乾
道
七
年
三
月
戊
寅
条
。
な
お
『
皇
宋
中
興
南
朝
聖
政
』
巻
五
〇
は
属
軍
司
の
建
康
移
動
を
七
年
十
二
月
と
し
て
お
り
へ
　
い
ず
れ
が
妥
当

な
の
か
今
の
と
こ
ろ
判
断
で
き
な
い
。

(
5
)
　
臨
安
に
駐
屯
し
た
就
程
禁
軍
は
'
『
乾
道
臨
安
志
』
巻
二
　
「
軍
営
」
・
『
淳
祐
臨
安
志
』
巻
六
「
軍
営
」
・
『
威
淳
臨
安
志
』
巻
五
七
「
兵
制
」
等
の
史
料
に

よ
れ
ば
①
東
南
第
三
将
に
属
す
る
八
指
揮
(
威
捷
軍
第
一
指
揮
へ
威
果
軍
第
四
・
第
五
・
第
六
指
揮
へ
雄
節
軍
第
八
・
第
十
六
指
揮
へ
全
捷
軍
第
二
・
第
三
指
揮
)
へ

②
兵
馬
鈴
轄
司
に
属
す
る
五
指
揮
(
雄
節
軍
第
十
七
指
揮
へ
成
果
軍
第
六
十
一
指
揮
へ
全
捷
軍
第
十
七
指
揮
へ
竜
騎
軍
へ
帰
遠
軍
)
へ
③
京
畿
第
二
将
に
属
す
る

十
六
指
揮
(
武
騎
軍
第
六
・
第
七
指
揮
へ
広
勇
軍
左
十
四
・
左
十
五
・
左
十
六
指
揮
、
広
捷
軍
第
四
・
第
五
・
第
六
指
揮
、
忠
節
軍
第
二
指
揮
へ
焼
猛
軍
第
一
指

揮
へ
神
威
軍
第
七
指
揮
へ
　
雄
勇
軍
第
二
指
揮
へ
　
雄
威
軍
第
六
指
揮
へ
　
効
忠
軍
第
二
十
四
・
第
七
十
五
・
第
七
十
七
指
揮
)
　
の
計
二
十
九
指
揮
で
あ
る
。
就
糧
禁
軍

の
杭
州
(
臨
安
)
　
へ
の
移
動
の
様
子
は
小
岩
井
弘
光
「
宋
代
就
糧
禁
軍
に
つ
い
て
」
・
「
北
宋
末
・
南
宋
の
就
糧
禁
軍
に
つ
い
て
」
　
(
『
国
士
舘
大
学
人
文
学
会

紀
要
』
四
・
一
〇
へ
一
九
七
二
・
七
八
年
へ
　
と
も
に
後
註
(
2
)
著
書
に
再
録
)
等
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
へ
　
そ
れ
に
よ
れ
ば
成
果
軍
第
四
・

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



一
〇
二

五
・
六
指
揮
は
嘉
柘
五
年
(
一
〇
六
〇
)
　
に
'
雄
節
軍
第
八
・
十
六
・
十
七
指
揮
は
元
豊
三
年
(
一
〇
八
〇
)
　
以
降
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
へ
　
方
艦
の
乱
(
宣

和
二
年
へ
　
l
 
l
二
〇
)
　
を
鎮
圧
す
る
た
め
威
捷
軍
第
l
指
揮
へ
　
全
捷
軍
第
二
・
第
三
指
揮
の
他
へ
宿
州
に
駐
屯
し
て
い
た
竜
騎
・
帰
還
軍
が
杭
州
に
移
さ
れ
た
o

ま
た
宣
和
五
～
六
年
に
か
け
て
全
捷
第
十
七
指
揮
・
威
果
軍
第
六
十
一
指
揮
が
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
南
宋
初
め
　
(
建
炎
元
年
へ
一
一
二
七
)
　
に
発
生
し
た
陳
通

の
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
へ
京
畿
第
二
滞
所
属
で
開
封
附
近
に
駐
屯
し
て
い
た
十
六
指
揮
が
杭
州
に
移
さ
れ
た
o

(
-
)
以
上
へ
臨
安
に
駐
屯
す
る
三
衝
の
兵
士
数
に
つ
い
て
は
へ
註
(
-
)
拙
稿
六
四
～
六
五
頁
へ
七
六
～
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
7
)
『
宋
会
要
』
兵
三
-
八
～
l
 
O
「
麻
巡
」
へ
　
細
興
二
年
正
月
二
十
六
日
条
へ
　
乾
道
七
年
正
月
二
日
条
。

(
-
)
　
『
宋
史
全
文
続
資
治
通
鑑
』
を
検
索
す
る
と
'
淳
祐
年
間
以
降
へ
　
三
衝
に
対
し
て
行
わ
れ
た
脹
他
を
伝
え
る
記
事
と
し
て
'
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
巻

三
三
へ
淳
祐
四
年
十
一
月
戊
午
条
へ
巻
三
四
へ
淳
祐
六
年
二
月
壬
申
条
へ
八
年
十
二
月
辛
巳
条
へ
十
一
年
四
月
壬
辰
条
へ
十
二
年
十
一
月
壬
寅
条
へ
巻
三
五
へ
宝

祐
二
年
九
月
甲
辰
条
へ
　
三
年
十
月
庚
午
条
、
四
年
二
月
庚
辰
条
、
五
年
六
月
突
卯
条
・
九
月
壬
子
条
・
十
月
己
亥
条
、
六
年
三
月
庚
申
条
・
九
月
己
巳
条
へ
巻
三

六
へ
　
開
慶
元
年
正
月
突
亥
粂
・
閏
十
l
月
突
酉
条
へ
　
景
定
二
年
正
月
庚
辰
粂
・
六
月
乙
末
粂
・
八
月
突
巳
粂
・
十
二
月
己
丑
条
へ
　
三
年
正
月
戊
寅
条
・
十
二
月
庚

申
条
へ
　
五
年
七
月
丁
丑
条
。

(
-
)
久
保
田
和
男
「
末
代
開
封
の
人
口
数
に
関
す
る
一
試
論
」
　
(
『
東
洋
学
報
』
八
二
-
二
へ
　
二
〇
〇
〇
年
へ
後
註
(
-
)
著
書
に
再
録
)
へ
著
書
の
一
〇
八
～
一
一

一頁。

(
S
)
百
五
十
万
人
と
す
る
の
は
加
藤
繁
「
南
宋
の
首
府
臨
安
の
戸
口
に
就
い
て
」
　
(
『
社
会
経
済
史
学
』
三
-
八
、
l
九
三
三
年
へ
後
『
支
那
経
済
史
考
讃
』
下
へ

東
洋
文
庫
へ
　
l
九
五
三
年
に
再
録
)
・
「
臨
安
戸
口
迫
論
」
　
(
雑
誌
等
未
発
表
へ
　
『
支
那
経
済
史
考
讃
』
下
に
収
録
)
へ
沈
冬
梅
「
宋
代
杭
州
人
口
考
排
」
　
(
『
宋
史

研
究
論
文
集
』
へ
河
北
大
学
出
版
社
へ
　
二
〇
〇
二
年
)
等
で
あ
る
。
他
に
四
十
六
万
-
七
十
五
万
人
説
(
林
正
秋
『
南
宋
都
城
臨
安
』
へ
西
捨
印
杜
へ
一
九
八
六
年
)
へ

五
百
万
人
説
(
池
田
静
夫
「
南
宋
の
首
都
臨
安
の
戸
口
の
再
吟
味
」
へ
　
『
文
化
』
五
-
一
二
へ
一
九
三
八
年
へ
後
『
支
那
水
利
地
理
史
研
究
』
へ
生
活
杜
へ
一
九
四

〇
年
に
再
録
)
も
あ
る
。

ォ
)
斯
波
義
信
『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』
(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
へ
　
l
九
八
八
年
)
へ
　
三
l
九
頁
。

(
3
)
就
糧
禁
軍
の
杭
州
・
臨
安
へ
の
移
屯
の
状
況
に
つ
い
て
は
へ
註
(
5
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)
東
青
門
内
や
艮
山
門
内
一
帯
に
一
般
の
住
民
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と
は
'
坊
の
状
況
か
ら
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
坊
と
は
'
本
来
都
市
内
部
に
設



け
ら
れ
た
'
周
り
を
坊
壁
で
囲
ま
れ
た
居
住
区
制
度
の
謂
で
あ
る
が
'
居
住
区
制
度
と
し
て
の
坊
は
唐
代
後
半
か
ら
崩
れ
始
め
へ
　
唐
末
～
五
代
の
戦
乱
に
よ
っ
て

は
ぼ
消
滅
し
た
と
見
ら
れ
る
。
宋
代
に
入
っ
て
も
坊
の
名
は
史
料
に
散
見
さ
れ
る
け
れ
ど
も
へ
　
そ
れ
は
居
住
区
制
度
と
し
て
の
坊
で
は
な
く
へ
　
○
○
町
に
相
当
す

る
よ
う
な
'
都
市
内
部
の
住
所
・
地
分
名
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
臨
安
で
は
、
城
内
は
最
終
的
に
九
つ
の
府
に
分
割
さ
れ
た
　
(
宮
城
府
・
左
一
南
麻
・
左
一
北
府
・
左
二
府
・
左
三
府
・
右
一
府
・
右
二
府
・
右
三
府
・
右

四
廟
)
。
席
と
は
言
わ
ば
警
察
・
消
火
管
区
で
あ
り
'
艮
山
門
・
東
青
門
内
の
一
帯
は
右
三
席
に
は
ぼ
相
当
す
る
　
(
『
成
淳
臨
安
志
』
巻
一
九
「
廟
界
」
に
よ
れ
ば
'

右
三
麻
の
範
囲
は
'
北
は
北
側
城
壁
の
天
宗
水
門
ま
で
'
東
は
東
側
の
城
壁
ま
で
'
南
は
崇
新
門
と
塩
橋
運
河
に
架
か
る
薦
橋
と
を
結
ぶ
線
ま
で
'
西
は
塩
橋
運

河
ま
で
へ
　
と
考
え
ら
れ
る
)
。
『
成
淳
臨
安
志
』
巻
一
九
「
坊
巷
」
　
に
は
'
右
三
廟
の
坊
と
し
て
東
巷
坊
・
西
巻
坊
・
豊
禾
坊
・
善
履
坊
・
輿
徳
坊
・
昌
楽
坊
と
い

う
六
つ
の
名
及
び
そ
の
所
在
地
が
見
え
て
お
り
、
豊
禾
坊
は
崇
新
門
の
す
ぐ
内
側
へ
東
巷
坊
・
西
巻
坊
は
崇
新
門
と
薦
橋
を
結
ぶ
街
路
の
北
側
に
あ
る
。
善
履
坊
・

興
徳
坊
は
塩
橋
運
河
の
す
ぐ
東
側
で
あ
る
。
即
ち
右
三
廟
の
坊
の
多
く
は
府
内
の
南
端
も
し
く
は
西
端
に
位
置
し
て
お
り
へ
僅
か
に
昌
楽
坊
と
い
う
坊
が
右
三
席

は
ぼ
中
央
の
蒲
橋
東
に
存
在
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
'
『
威
淳
臨
安
志
』
　
の
記
さ
れ
た
南
宋
末
に
な
っ
て
も
'
右
三
麻
の
置
か
れ
た
艮
山
門
・
莱

青
門
内
一
帯
に
は
'
禁
軍
の
軍
営
以
外
に
一
般
の
住
民
の
家
や
商
店
等
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

(
3
)
前
節
で
も
述
べ
た
通
り
へ
就
糧
禁
軍
の
定
員
は
一
万
三
千
七
百
九
十
人
で
あ
り
へ
　
こ
の
数
字
は
南
宋
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
『
威
淳
臨
安
志
』
巻
五
七

「
兵
制
」
等
に
よ
れ
ば
'
就
糧
禁
軍
の
軍
営
は
全
て
城
内
、
東
青
門
内
に
存
在
し
た
。
南
宋
時
代
の
三
衝
は
'
北
宋
以
来
の
旧
司
と
'
南
宋
に
入
っ
て
創
設
さ
れ

た
諸
軍
と
に
大
別
さ
れ
る
が
'
『
成
淳
臨
安
志
』
巻
一
四
「
禁
衛
兵
」
　
に
よ
れ
ば
'
殿
前
司
旧
司
は
六
指
揮
・
定
員
二
千
人
で
あ
り
'
六
指
揮
の
軍
営
六
つ
は
全

て
城
外
に
置
か
れ
た
。
殿
前
司
諸
軍
は
十
九
指
揮
あ
り
へ
総
定
員
は
七
万
三
千
人
へ
　
軍
営
は
六
十
一
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
軍
営
が
城
内
に
存
在
し
た
の
は
四

指
揮
へ
　
そ
の
軍
営
数
は
十
七
(
二
十
八
%
)
　
で
あ
る
。
一
方
へ
城
外
に
軍
営
が
あ
っ
た
の
は
十
六
指
揮
へ
　
そ
の
軍
営
数
は
四
十
四
(
七
十
二
%
)
　
で
あ
る
。
そ
こ

で
機
械
的
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
さ
し
あ
た
り
軍
営
の
数
か
ら
城
内
外
に
駐
屯
し
て
い
た
殿
前
司
諸
軍
の
定
員
を
推
計
し
て
み
る
と
、
城
内
の
軍
営
に
駐
屯
し
た

兵
士
の
定
員
を
、
殿
前
司
の
総
定
員
七
万
三
千
人
の
二
十
八
%
と
す
れ
ば
一
一
万
四
百
四
十
人
へ
城
外
の
軍
営
に
駐
屯
し
た
兵
士
の
定
員
を
七
万
三
千
人
の
七
十
二

%
と
す
れ
ば
五
万
二
千
五
百
六
十
人
と
な
る
。
ま
た
殿
前
司
に
は
こ
れ
ら
の
他
に
漸
江
水
軍
が
付
属
し
て
お
り
へ
定
員
は
宝
祐
二
年
に
は
二
千
八
百
人
で
あ
っ
た

の
が
'
威
淳
四
年
に
は
一
万
人
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。
軍
営
は
十
あ
り
へ
全
て
城
外
(
崇
新
門
・
東
青
門
・
艮
山
門
外
及
び
竜
山
)
　
に
設
け
ら
れ
た
。

馬
軍
司
は
前
述
の
如
く
へ
乾
道
七
年
に
そ
の
殆
ど
が
建
康
に
移
動
し
て
し
ま
い
'
成
淳
年
間
当
時
へ
臨
安
に
駐
屯
し
て
い
た
の
は
旧
司
の
三
指
揮
へ
定
員
千
人

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



一
〇
四

の
み
で
あ
っ
た
。
軍
営
は
各
指
揮
一
つ
で
あ
り
'
全
て
城
内
に
置
か
れ
た
。

歩
軍
司
旧
司
は
七
指
揮
か
ら
な
り
へ
総
定
員
は
四
千
六
百
人
で
あ
る
。
軍
営
が
城
内
に
設
け
ら
れ
て
い
た
の
は
三
指
揮
へ
城
外
に
設
け
ら
れ
た
の
は
四
指
揮
へ

軍
営
の
数
は
各
三
(
四
十
三
%
)
・
四
(
五
十
七
%
)
で
あ
る
。
従
っ
て
城
内
の
軍
営
に
駐
屯
し
た
兵
士
の
定
員
を
総
定
員
の
四
十
三
%
と
す
れ
ば
千
九
百
七
十

八
人
へ
城
外
の
軍
営
に
駐
屯
し
た
兵
士
の
定
員
を
総
定
員
の
五
十
七
%
と
す
れ
ば
二
千
六
百
二
十
二
人
と
な
る
。

歩
軍
司
諸
軍
は
十
二
指
揮
あ
り
へ
総
定
員
は
二
万
三
千
人
へ
軍
営
の
総
数
は
二
十
二
で
あ
る
。
う
ち
軍
営
が
城
内
に
あ
っ
た
と
確
認
で
き
る
の
は
三
指
揮
で
あ

り
'
軍
営
数
は
五
(
二
十
三
%
)
へ
城
外
に
あ
っ
た
と
確
認
で
き
る
の
は
九
指
揮
へ
軍
営
数
は
十
四
(
六
十
四
%
)
で
あ
る
。
軍
営
の
場
所
が
城
内
外
い
ず
れ
か

確
定
で
き
な
か
っ
た
の
は
一
二
指
揮
へ
そ
の
軍
営
数
は
三
(
十
三
%
)
で
あ
る
。
従
っ
て
城
内
の
軍
営
に
駐
屯
し
た
歩
軍
司
諸
軍
兵
士
の
定
員
を
総
定
員
の
二
十
三

%
と
す
れ
ば
五
千
二
百
九
十
人
へ
城
外
の
軍
営
に
駐
屯
し
た
兵
士
の
定
員
を
六
十
四
%
と
す
れ
ば
一
万
四
千
七
百
二
十
人
へ
城
内
外
い
ず
れ
の
軍
営
に
駐
屯
し
た

の
か
不
明
な
兵
士
を
十
三
%
と
す
れ
ば
二
千
九
百
九
十
人
と
な
る
。
以
上
を
合
計
す
れ
ば
'
城
内
に
駐
屯
し
た
三
衝
・
就
糧
禁
軍
兵
士
の
定
員
は
合
計
四
万
二
千

四
百
九
十
八
人
へ
一
方
城
外
に
駐
屯
し
た
三
衝
兵
士
の
定
員
は
七
万
四
千
七
百
二
人
～
八
万
一
千
九
百
二
人
と
な
る
(
軍
営
の
所
在
が
不
明
な
兵
士
は
除
く
)
0

(
3
)
西
渓
に
駐
屯
し
て
い
た
馬
軍
司
の
部
隊
は
『
威
淳
臨
安
志
』
巻
一
四
「
禁
衛
兵
」
に
は
見
え
て
お
ら
ず
へ
乾
道
七
年
に
建
康
へ
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2
)
北
宋
時
代
へ
杭
州
の
城
外
に
存
在
し
た
鎮
・
草
市
に
つ
い
て
は
へ
周
藤
吉
之
「
末
代
の
郷
村
に
お
け
る
店
・
市
・
歩
の
発
展
」
(
『
唐
宋
社
会
経
済
史
研
究
』
へ

東
京
大
学
出
版
へ
一
九
六
五
年
)
へ
侍
宗
文
『
宋
代
草
市
鎮
研
究
』
(
福
建
人
民
出
版
社
へ
一
九
八
九
年
)
等
に
お
い
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)
『
宋
会
要
』
食
貸
一
六
-
七
「
両
税
」
。

(
S
)
『
威
淳
臨
安
志
』
巻
五
九
「
商
税
」
。

(
1
)
短
晴
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
論
考
と
し
て
'
宮
揮
知
之
「
唐
宋
時
代
の
短
晴
と
貨
幣
経
済
の
特
質
」
(
『
史
林
』
七
1
-
二
へ
l
九
八
八
年
へ
後
『
末
代
中
国

の
国
家
と
経
済
』
、
創
文
社
、
一
九
九
八
年
に
再
録
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
8
)
『
宋
会
要
』
食
貨
五
一
-
一
三
～
一
四
「
左
蔵
庫
」
、
慶
元
元
年
十
一
月
八
日
条
。

(
S
S
)
『
要
録
』
巻
一
二
七
へ
紹
興
九
年
三
月
甲
辰
条
。

(
2
)
『
宋
会
要
』
食
貸
二
1
-
二
「
酒
麹
雑
録
」
へ
紹
興
三
十
l
年
二
月
十
九
日
粂
二
二
月
八
日
条
o

f
C
O
"
¥

v
o
3
J
『
難
肋
編
』
巻
下
。



(
3
)
『
要
録
』
巻
l
七
一
へ
紹
興
二
十
六
年
正
月
丙
辰
条
O

(
8
)
)
南
宋
時
代
の
銭
禁
令
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
'
曽
我
部
静
雄
『
日
宋
金
貨
幣
交
流
史
』
(
宝
文
館
へ
一
九
四
九
年
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
8
)
杭
州
に
お
け
る
市
舶
司
や
'
杭
州
を
め
ぐ
る
海
外
貿
易
の
状
況
に
つ
い
て
は
藤
田
豊
八
『
東
西
交
渉
史
の
研
究
　
南
海
編
』
(
荻
原
長
文
館
へ
　
1
九
四
三
年
)
ち

註
(
S
)
池
田
著
書
、
榎
本
渉
『
東
ア
ジ
ア
海
域
と
日
中
交
流
　
-
　
九
～
一
四
世
紀
　
-
　
』
(
吉
川
弘
文
館
へ
二
〇
〇
七
年
)
等
に
詳
し
い
。

(
S
3
)
『
東
京
夢
筆
録
』
巻
八
「
六
月
六
日
撞
府
君
生
日
二
十
四
日
神
保
観
神
生
日
」
へ
巻
一
〇
「
郊
畢
駕
回
」
・
「
下
赦
」
等
。

(
ァ
S
)
『
東
京
夢
筆
録
』
巻
三
「
諸
色
雑
売
」
へ
巻
五
「
京
瓦
伎
芸
」
。

『
要
録
』
巻
一
九
〇
へ
紹
興
三
十
一
年
六
月
突
丑
条
。

(
ァ
)
江
聖
鐸
・
郭
蘭
「
末
代
的
皇
家
軍
楽
団
　
-
　
鈎
容
直
」
(
『
文
史
知
識
』
二
〇
〇
六
年
-
一
)
五
四
五
。
な
お
南
宋
末
の
様
子
を
伝
え
る
と
考
え
ら
れ
る
『
夢

梁
録
』
巻
一
「
車
駕
詣
景
霊
宮
孟
饗
」
　
に
は
'
皇
帝
が
景
霊
宮
へ
巡
幸
す
る
際
へ
鈎
容
直
が
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
演
奏
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鈎
容

直
も
恐
ら
く
臨
時
に
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
瓦
子
の
設
置
場
所
は
『
威
淳
臨
安
志
』
巻
一
九
「
市
」
へ
『
西
湖
老
人
繁
勝
録
』
「
瓦
子
」
へ
　
『
武
林
旧
事
』
巻
六
「
瓦
子
勾
欄
」
へ
　
『
夢
梁
録
』
巻
一
九
「
瓦
舎
」

等
に
見
え
て
い
る
。

(
3
)
楊
存
中
の
経
歴
は
、
さ
し
あ
た
り
『
宋
史
』
巻
三
六
七
本
伝
を
参
属
し
た
o

(
S
3
)
『
要
録
』
巻
九
六
へ
紹
興
五
年
十
二
月
己
亥
・
康
子
条
へ
巻
一
一
〇
へ
紹
輿
七
年
四
月
丙
中
条
へ
巻
一
四
九
へ
紹
興
十
三
年
八
月
丁
未
条
へ
『
建
炎
以
来
朝
野
雑

記
』
甲
集
巻
一
八
「
八
字
軍
」
等
に
よ
る
。

(
S
S
)
『
要
録
』
巻
九
六
へ
紹
興
五
年
十
二
月
丙
午
条
へ
『
宋
史
』
巻
三
六
六
劉
鈴
伝
等
に
よ
る
。

O
S
)
芸
人
の
名
は
『
夢
梁
録
』
巻
二
〇
「
妓
楽
」
・
「
百
戯
伎
芸
」
へ
『
武
林
旧
事
』
巻
六
「
諸
色
伎
芸
人
」
等
に
見
え
る
。

0
8
)
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
呉
松
弟
「
南
宋
移
民
与
臨
安
文
化
」
(
『
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
六
年
-
五
)
　
に
お
い
て
詳
し
い
検
討
が
為
さ
れ
て
い
る
。

0
5
)
『
威
淳
臨
安
志
』
巻
一
四
「
禁
衛
兵
」
　
に
よ
れ
ば
'
赤
山
に
あ
っ
た
軍
営
は
歩
軍
司
後
軍
の
軍
営
で
あ
る
。

(
S
3
)
　
も
っ
と
も
北
宋
時
代
に
杭
州
へ
赴
い
た
日
本
僧
成
尋
は
'
『
参
天
台
五
重
山
記
』
　
に
お
い
て
'
瓦
子
と
お
ぼ
し
き
盛
り
場
の
様
子
を
詳
細
に
書
き
残
し
て
い
る

(
巻
一
'
延
久
四
年
(
輿
寧
五
年
へ
　
1
〇
七
二
)
　
四
月
二
十
二
日
条
)
。
臨
安
の
瓦
子
全
て
が
楊
存
中
に
よ
っ
て
新
た
に
設
置
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
く
へ
対
金
和

南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
屯
と
そ
の
影
響



一
〇
六

議
締
結
以
前
へ
中
に
は
北
宋
時
代
か
ら
存
続
す
る
よ
う
な
古
い
も
の
も
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

兵
士
に
素
行
不
良
の
者
が
多
か
っ
た
の
ほ
う
　
盗
賊
や
流
民
等
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
l
因
で
あ
る
O
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
註
　
(
-
)
拙
稿
へ
七
九
～
八
l
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

0
5
0
『
宋
会
要
』
刑
法
二
-
一
一
〇
～
一
一
一
「
禁
約
」
、
相
興
三
年
十
二
月
十
七
日
条
。

(
3
)
『
宋
史
』
巻
四
一
へ
端
平
元
年
六
月
戊
寅
条
へ
巻
四
二
へ
端
平
二
年
五
月
庚
成
条
0

こ
こ
で
い
う
酉
点
と
は
昼
間
不
定
時
法
の
最
終
時
刻
の
酉
正
へ
　
即
ち
日
没
を
指
す
と
い
う
。
詳
し
-
は
久
保
田
和
男
「
宋
都
開
封
と
禁
軍
軍
営
の
変
遷
」
　
(

『
東
洋
学
報
』
七
四
-
三
・
四
へ
一
九
九
三
年
へ
後
註
(
2
)
著
書
に
再
録
)
へ
著
書
の
九
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
3
0
剰
員
制
に
つ
い
て
は
小
岩
井
弘
光
「
北
宋
剰
員
制
管
見
」
(
『
国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』
一
四
へ
　
1
九
八
二
年
へ
後
註
(
-
)
著
書
に
再
録
)
へ
斎

藤
忠
和
「
北
宋
の
剰
員
・
帯
甲
剰
員
制
に
つ
い
て
」
・
「
南
宋
の
剰
員
制
に
つ
い
て
」
　
(
『
立
命
館
史
学
』
八
・
一
一
へ
一
九
八
七
・
一
九
九
〇
年
)
等
を
参
照

し
た
。

(
3
)
兵
士
が
逃
亡
す
る
原
因
に
つ
い
て
は
へ
註
(
2
)
王
著
書
へ
三
二
三
～
三
二
六
頁
を
参
照
し
た
.

(
3
)
臨
安
の
事
例
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
'
逃
亡
し
た
兵
士
が
社
会
等
に
及
ぼ
す
影
響
を
総
合
的
に
検
討
し
た
論
考
と
し
て
'
辞
彪
「
論
宋
代
士
兵
逃
亡
及
其
影

響
」
(
『
宋
史
研
究
論
文
集
』
へ
河
北
大
学
出
版
社
へ
一
九
九
六
年
)
が
あ
る
。

O
S
)
『
要
録
』
巻
一
四
〇
へ
紹
興
十
一
年
五
月
庚
申
条
へ
巻
一
五
四
へ
紹
興
十
五
年
九
月
庚
成
条
へ
巻
一
六
二
、
紹
興
二
十
一
年
十
一
月
庚
成
条
へ
巻
一
八
七
へ
紹

興
三
十
年
十
一
月
戊
成
条
へ
　
『
宋
史
』
巻
三
八
三
虞
允
文
伝
へ
　
巻
三
八
七
王
十
朋
伝
等
。



南
宋
臨
安
に
お
け
る
禁
軍
の
駐
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